














建築と社会■2025.148

■はじめに
 神⼾市では、住宅・建築物等の耐震化を推進しているところであるが、
今回は、ポートアイランド住宅の耐震化計画を中⼼に、本市における分譲
マンション耐震化の現状と課題、震災30年の取組についても紹介する。

■ 「全国最大規模」ポートアイランド住宅耐震改修工事
～住民が想いをひとつにして耐震改修を実現～

 神⼾市中央区のポートアイランド住宅では、2022年から 3 か年にわ
たる耐震改修⼯事が進められており、現在、⼯事の最終段階を迎えて
いる。
 阪神・淡路⼤震災では⼀部損壊の被害を受け、その後の2001年の耐
震診断で耐震性不⾜であることや旧耐震基準で建てられていることが
判明したことから、管理組合による耐震化への取組が開始された。

ポートアイランド住宅　外観

 管理組合に耐震改修委員会を⽴ち上げ、住⺠の⽣命を守るため建物
の耐震性を新耐震基準に引き上げることでマンションの資産価値も⾼
めることを⽅針として決定した。電気料⾦を⼾別契約でなく管理組合
が⾼圧⼀括受電により⼀括契約するなどマンション管理の経費削減に
も取り組んだ。精密診断を実施し、⼀部住棟の⼯事に着⼿するため
2011年 1 ⽉に施⼯業者の公募を開始して耐震化計画が動き出そうとし
たところに東⽇本⼤震災が発⽣した。⼯事の⾒積価格が⾼騰し、計画
の中⽌を余儀なくされた。その後、マンション内で漏⽔が問題となり、
給排⽔管等の更新⼯事を優先することになった。さらに、区分所有者
の中に耐震化計画に反対する⽅が現れて説得に⻑期間を要することに
なったが、2018年にようやく耐震化に向けて本格的に動き出すことに
なった。2018〜20年に耐震診断・補強計画の第三者評価を受けた結果、
全 9 棟（941⼾）のうち 7 棟（727⼾）の⼯事を実施することになった。
 管理組合は、耐震改修⼯事の基本⽅針として次の 4 項⽬を決定している。
①住⺠の⽣命を守るため建物全棟の耐震性を新耐震基準に引き上げる
②建物の景観を損ねない補強⼯法
③「住みながら施⼯」に配慮した⼯事
④修繕積⽴⾦は値上げしない

 施⼯者の選定については、管理組合⾃らが複数社から⾒積を取得し
て 3 社に絞り、「プロポーザル⽅式」により決定し、2022年 3 ⽉の管理
組合臨時総会では住⺠の約99％の賛成を得て⼯事の施⾏が承認された。
⼯事費は、補助⾦のほか、修繕積⽴⾦、管理経費削減・駐⾞場使⽤料
等の積⽴⾦、住宅⾦融⽀援機構等からの借⼊⾦を充てている。
 住⺠が⾼い防災意識を持ち続け、耐震改修⼯事を実現するという強
い意思のもと、資⾦の確保、管理の経費削減に取り組むとともに、⽇
頃から住⺠間の交流を活発に⾏い、管理組合の役員として意欲ある⼈
材を確保する取組も含めて、合意形成に尽⼒された結果、全国最⼤規
模のマンションの耐震改修⼯事に着⼿されることになった。

ポートアイランド住宅　工事写真

 2024年 3 ⽉には、管理組合の取組を周知するため、耐震改修⼯事現場
⾒学会が開催され、市内外からマンション管理組合関係者などが参加し
た。また、2024年 6 ⽉にも、合意形成に⾄るまでの活動、資⾦調達の⼿
法や施⼯者による⼯事中の⼯夫などを紹介するセミナーが開催された。
 ポートアイランド住宅は、耐震改修の先進事例として、全国のマン
ション管理組合にとって⾮常に参考になるものと考えている。

耐震改修工事現場見学会
（正面の住棟は外付け鉄骨フレーム補強施工済。

住棟の外観に配慮した計画となっている。）

 （建物・工事概要）

所 在 地：兵庫県神⼾市中央区港島中町
⼾  数： 9 棟941⼾（うち⼯事対象： 7 棟727⼾）
延べ床⾯積：約90,000㎡（⼯事対象：約70,000㎡）

「全国最大規模」ポートアイランド住宅の取組
～神戸市におけるマンション耐震化～
神戸市建築住宅局建築指導部安全対策課課長　磨家孝明
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構  造：RC+SRC造 築年数：約40年（1982〜1984年竣⼯）
⼯事概要：外付け鉄⾻フレーム補強（HL⼯法）、柱補強、耐震スリット等
設  計：メルコエステートサービス㈱  施⼯：㈱森⻑⼯務店
⼯事期間：2022年12⽉〜2025年 3 ⽉（予定）
⼯ 事 費：約18億円（うち補助⾦約 3 億円）

■市内マンションの現状
 神⼾市内にマンションは約5,000棟あり、政令市のなかでも第 3 位の
数となっている。健全なマンションストックを維持していくための課
題のひとつとして、マンションの⽼朽化・耐震性の不⾜が挙げられる。
建築後35年以上経過したものを⾼経年マンションと位置づけると、⾼
経年マンションは、今後、急増していくことが予測されている。
 ⾼経年マンションの中でも1981年 5 ⽉以前に着⼯された旧耐震基準
の建物は、新耐震基準に⽐べ、耐震性が不⾜している可能性があるが、
市内の旧耐震基準のマンションは約1,300棟あることがわかっている。
 また、国の住宅⼟地統計調査（2018年時点）では耐震性不⾜とされ
ている共同住宅等（⻑屋、その他を含む）は約17,000⼾あると推計され
ている。

■神戸市におけるマンション耐震化の取組
 本市には、マンション耐震化の補助制度があり、無料耐震診断から
精密診断費・耐震改修設計費・耐震改修⼯事費の⼀部を補助している。
制度を開始した2000年以降、無料耐震診断は市内マンションの半数以
上が受診され、そのうち、耐震性不⾜と診断されたマンションは約 8
割にのぼる。
 しかし、耐震性が不⾜していることがわかった場合でも、精密診断
以降になかなか進まないという現状がある。その要因として、区分所
有ならではの合意形成の難しさ、修繕積⽴⾦の不⾜等が考えられ、マ
ンション管理組合への⽀援が重要であると考えている。
 そこで、マンション管理組合への⽀援として、神⼾市すまいの総合
窓⼝「すまいるネット」において、建築⼠やマンション管理⼠などの
専⾨家を配置し、マンション管理や耐震化に関する無料相談やセミ
ナーを開催するとともに定期的にダイレクトメールを送付するなど
様々な情報提供を⾏っている。
 また、マンション管理組合が抱える個別具体の相談に対しては、専
⾨家が管理組合に出向き、アドバイスを⾏う専⾨家派遣制度（無料）
も⾏っている。
 さらに、本市では、マンションの管理状況についての届出制度を実施
しており、2023年 4 ⽉より耐震診断や耐震改修⼯事の実施状況について
の記載を必須項⽬とし、各建物の状況把握を進める取組をしている。

■震災30年の節目を迎えて
 今年の 1 ⽉17⽇は阪神・淡路⼤震災から30年の節⽬になる。また、
昨年の能登半島地震では多くの建物が倒壊するとともに、倒壊により
主要道路が⼨断されるなど、改めて耐震性の不⾜している建築物の対
策が重要であることを再認識する機会となった。神⼾市では、これら
の機会をとらえて、広報の強化を図るなど、さらなる耐震化の推進に
努めているところである。
 また、マンション耐震化の新たな取組として、市内の旧耐震基準マ
ンションのうち、緊急輸送道路沿道にあり、倒壊すると災害時の輸
送・物流等に影響を及ぼす原因となる⾼さのマンション（約100棟）に
ついて、優先的に対策を講じるため、管理組合への意向調査を実施し
ており、これに基づき耐震化の推進に向けた施策を展開していきたい
と考えている。

意向調査対象マンションの高さ基準

■おわりに
 マンションの耐震化は、区分所有ならではの合意形成や修繕積⽴⾦
の確保など、他の建築物にはない難しさがある。本市では、管理組合
の地震対策に対する意識啓発はもちろんのこと、使いやすく、ニーズ
にあった⼗分な内容の補助となっているか随時⾒直しを⾏うとともに、
診断から⼯事に⾄るまでのそれぞれの段階で必要な補助や⽀援のメ
ニューを⽤意し、受け⼊れる体制を整えておくことが重要であると考
えている。
 今後30年以内に70〜80％の確率で発⽣すると予測されている南海ト
ラフ地震に対し、市の耐震改修促進事業は⾮常に重要な役割を担って
いる。今後も引き続き耐震化の推進を図り、まちの防災⼒の向上に寄
与していきたいと考えている。

まや・たかあき
1964年⽣まれ
1987年⼊庁
2023年より現職
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【審査員長　プロフィール】
1968年 東京都⽣まれ
1997年  University of East London, Art in Architecture. England. 修了 Master of 

Arts.
1999年 和歌⼭⼤学システム⼯学部助⼿
2003年 京都嵯峨芸術⼤学（現・嵯峨美術⼤学）芸術学部専任講師
2004年 遊⼯舎⼀級建築⼠事務所 設⽴ 主宰
2007年 京都嵯峨芸術⼤学（現・嵯峨美術⼤学）芸術学部准教授
2009年 和歌⼭⼤学⼤学院システム⼯学研究科博⼠後期課程 修了 博⼠（⼯学）
2012年  滋賀県⽴⼤学⼈間⽂化学部准教授を経て、2020年 同⼤学教授 現在

に⾄る
【主な作品】
2000年より主に住宅を中⼼に建築設計を⾏う
近年の作品に、枚⽅の住宅II（枚⽅市：2020年）、能登川の住宅（東近江市：
2023年）、児童養護施設守⼭学園（守⼭市：1期2022年・2期2024年）他

【主な著書】
『世界遺産と地域振興』世界思想社、2007.
『⽣きている⽂化遺産と観光』学芸出版社、
2010.

『住まいがつたえる世界のくらし』世界思想社、
2016. 他

【主な受賞】
1992年 新建築住宅設計競技 1等
2002年  関⻄電⼒・住まいの設計コンテスト 

優秀賞
2013年 茨⽊市都市景観賞 優秀賞 他

第70回 工高生デザインコンクール
設計課題／私のまちの私たちのすまい
【応募校数】 8校　　【応募作品数】95点
【締切日】2024年 9 月30日　【審査会】2024年10月19日　【表彰式】2024年11月16日

 この総評を書いている2024年11⽉ 7 ⽇の朝刊が、次期アメリカ⼤統領選
挙はドナルド・トランプ⽒が勝利を確実にしたと報じていました。ときに
アメリカ国⺠の分断をあおり、マイノリティーに対する差別的な発⾔をも
いとわず、単独⾏動主義を貫こうとする⽒を、アメリカ国⺠は今回の選挙
で⾃らのリーダーに選んだことになります。アメリカ社会における⼈と⼈
のつながりは、今後どうなっていくのでしょう。世界に⽬を向けてみても、
ウクライナや中東をはじめとする各地での戦闘やテロ、アジアにおける隣
国の覇権主義的な⽴ち居ふるまい、あるいは私達が暮らす⽇本においても、
闇バイトによる⾒知らぬ者同⼠の犯罪やネット上における匿名による他者
への誹謗中傷など、⼈と⼈のつながりの希薄化や他を思いやることの⽋如
に起因する事象が⽬につきます。今、世界のいろいろな場所において、⼈
と⼈のつながりは、どうもあまり良くない状況に置かれているようです。
またこれらは、グローバル社会において、相互に関連をしているように思
われるのです。こうした社会状況に私は強い憂いを感じずにはおれません。
 こうしたなか、今回の「私のまちの私たちのすまい」というテーマは、
私⾃⾝にも多くの⽰唆をもたらすものでした。まず「私のまち」とはど
のような「まち」なのでしょう。私の住んでいる「まち」のみが「私のま
ち」ではないように思われます。また「私たちのすまい」と「私のすま
い」は、おそらく異なる「すまい」なのでしょう。すなわち今回のテーマ
は、今⽇における⼈と⼈のつながりと、こうした⼈々の住まい、さらには
これらの住まいをとりまく「まちのあり⽅」に対する問いと考えることも
できるでしょう。したがって今回、⼯⾼⽣に問われた内容は⼤変多岐にわ
たり、且つ、⼈々がこれからの社会において、共に⽣活をしていくための
根源的課題を⾃らの作品コンセプトに抽出してくることが求められるもの
でありました。とても難しいテーマであったように思います。
 そのためか、今年の応募校は 8 校と昨年の23校から1/3程度となり、応
募総数も95点と昨年の140点から⼤きく減らす結果となりました。難しい
テーマであったとしても果敢に挑戦をして欲しかったなと思います。ま
た、応募作品においても、その⼤半の提案が、主題である「私のまち」と

「私たちのすまい」の相関といった、⼈と⼈のつながりと、こうした⼈々
が住まう「まち」のあり⽅を扱ったものではないものでした。この点につ
いて残念に思います。と、同時に、とても難しいテーマであるにもかかわ
らず、いろいろな考えを巡らせて、ここに作品を提出したすべての皆さ
んに、⼼から賛辞をおくりたいと思います。なお、私たち審査員にとって
も、今回の作品審査は重ねての議論を要する⼤変難しいものとなり、賞の
選出に苦慮したことを付け加えておきたいと思います。
 しかし、このような難しいテーマに対して、⾃らの考えを明確に打ち出
し、⼈々が共に⽣活をしていくための未来を描き出そうした作品が、少数
ではありましたが、あったことは幸いでした。また、これらの作品によっ
て、今回のテーマの出題者も⾒出すことのできていなかった、このテーマ
の真の意味が完成されたのだと思います。特に最優秀賞と優秀賞に選ばれ
た 3 作品は、こうした点が評価されて選出されたものでした。
 先述したように、今、⼈と⼈のつながりが難しい社会のただなかにあり
ます。あるいは、これから更に、⼈と⼈とのつながりの維持が難しい社
会に変わっていくのかもしれません。だからこそ、これから建築の分野に
⾶び込もうとする皆さんには、建築によって⼈と⼈がつながれる社会をつ
くっていけるよう、考えることを常に忘れないでほしいと思います。建築
には、きっとそんな⼒があると私は信じています。

審査総評 審査員長　藤木庸介

⽷嶺 円路／㈱⼤林組設計本部⼤阪設計部副部⻑
梅⽥ 武宏／ウメダタケヒロ建築設計事務所代表
惠本涼太郎／㈱⽇建設計設計部⾨ダイレクター
奥  貴⼈／㈱安井建築設計事務所設計部部⻑
岸下 真理／Atelier KISHISHITA 共同代表
久保  岳／㈱昭和設計建築設計部⼤阪部⻑
多⽥ 正治／多⽥正治アトリエ主宰、武庫川⼥⼦⼤学 准教授
根⽊ 和⼈／㈱東畑建築事務所本社オフィス⼤阪設計室副室⻑
野⼝  伸／㈱⽵中⼯務店⼤阪本店設計部グループ⻑

●審査員（50音順・敬称略）－職場は2024年10月当時－

【審査会】
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 コロナ禍において⼈と⼈のつながりが強制的に制限された経験から、今⽇の⾼校⽣が感じている⾃らと他者（それは友⼈知⼈のみならず、コロナ禍に
おいて変化してしまった町の雰囲気を形成している⼈々の⽣活といった意味での他者）との関係にかかる不安を主題として扱いながら、近年の特に中学
⾼校における部活動存続の問題に焦点をあて、これを解決しようとする提案です。「私のまちの私たちのすまい」という課題に対して正⾯から取り組んだ
作品であったと思います。
 既存の町に対して⽴体的に構成されたレイヤーとしての路によって、これを通して⾼校⽣の⾏う部活動が町に伸⻑され、また、ここに町の⼈々の参加
がうながされています。このことから、町全体における⼈々のつながりと、これに伴う⽣活の場が形成されていくといった構想は、⼤胆でありながら、
仔細に考えられたものだと思います。総評にも書きましたが、この作品によって、今回のコンテストは完成されたと⾔えるでしょう。各住⼾のサンプル
プランが、やや単調であり、住⼾のプランにも作者の考える町との関係が明確に打ち出されていたら、もっとよかったかなと思います。作者には、これ
からも引き続き住まいのあり⽅を考え、社会で活躍してくれることを願っています。

▲審査コメント／藤木庸介

入選・最優秀賞　鈴木　仁大
三重県立四日市工業高等学校 2年

「とびだせ！町の部活動〜地域の
魅⼒を掘り出す都市計画の新たな
⼿法〜」
 私はまちの魅⼒について全く知
りません。コロナウイルスで私た
ちの⽣活は外に出なくても不便に
感じなくなりました。そんな私た
ちはまちにどのような⼈がいてど
のような特徴があるのか知るよし
もないと思います。そう考えると
私たちは、「まちの魅⼒を全く知ら
ない世代」と⾔っても過⾔ではあ
りません。また部活動が学校から
切り離され地域へ移⾏しようとし
ています。今の私達は急に知らな
い環境に放り出された気がして恐
怖を感じます。
 そこで私は、まち・すまい・⼈を
ひとつながりにするまちの部活動を
考えました。まちの部活動を通して
まちの雰囲気が良くなり魅⼒を引き
出していけたら嬉しいです。
 私はこの作品の図⾯、設計趣旨、
表現、すべての箇所に⼒を⼊れて
制作しました。⻑い時間を注ぎ込
み、思い⼊れを強く持っています。
そのため⼊選通知が来るまでは本
当に⼊選するのか、その不安がい
つも頭から離れませんでした。
 ⼊選通知を受けた時はとても驚
き、最優秀賞を受賞できたことが
信じられませんでした。徐々に状
況が理解できていき、喜びが込み
上げてきました。沢⼭の⼈の助け
があってこの作品は完成できたの
で、感謝の気持を忘れずこれから
の活動も頑張っていきたいです。
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入選・優秀賞　大辻悠生
大阪府立工芸高等学校 3年

「共存の街 ⾃然と⼈間、訪問者と住⺠が共存
する場所」
 このプロジェクトは⻲岡市の⼭の斜⾯を活
⽤し、「住む⼈と訪れる⼈が関係を持てる街」
を創造します。地域の⾃然環境を重視し、地
域活性化と⼈⼝減少対策を⽬指した⾰新的な
建築デザインを提案します。建物はブロック
型で通路で接続されており、住⺠はプライバ
シーを保ちつつ、つながりを感じられます。
通路はガラス張りで⾃然を⾝近に感じられ、リフレッシュやストレス軽
減にも寄与します。また、建物下部には⾬宿りや涼をとるためのスペー
スを設け、フリーマーケットや地元特産品の販売所として利⽤され、住
⺠と訪問者の交流を促進します。
 このプロジェクトは地域社会と訪問者の共⽣を描き、⻲岡市の⾃然環
境尊重と地域活性化に貢献したいと思い提案しました。

 ⼊選通知を受けた瞬間、驚きとともに⼤きな喜びが湧き上がりました。この経験は、私の努⼒が認められた喜びで、建築への情熱をさらに深めるきっ
かけになりました。今後は、さらなるスキルアップを⽬指し、多様な視点を取り⼊れたデザインに挑戦していきます。この賞を励みに、将来の建築家と
して成⻑していきたいです。

 ⼤辻さんの作品『共存の街』は⼭裾に⼩さな住宅団地をつくる計画で、
緑豊かな環境の中に開かれたすまいが点在する⾵景が展開されており、
その構成⼒と緻密な建築計画が評価された作品であった。森林や地域の
問題、すまいのあり⽅など社会のもつ課題に⽬を向け、建築の形をつく
ることで状況を改善しようとする前向きな姿勢に好感がもてる。
 地⾯から持ち上げられた軽快な居住空間には光や⾵がスムーズに流れ、
ブロックと呼ぶ空間単位をつなぐ通路により視線と居住者の距離感を調
整し、⽊⽴を眺める穏やかな⽇常を提供している。
 斜⾯（⾃然の地形）のままのピロティは魅⼒的な空間である。提案で

は訪問者の⾬宿りや休憩の場となっており、⽇常動線や登⼭道がそこを
通り抜ける。すまいとまちの関係のひとつとして⾯⽩い。
 ただこの軒下空間の可能性から⾔えば、もう少し住まい⼿側の視点か
らの提案があってもよかっただろう。例えばフリースペースをピロティ
に⾯して設け、軒下空間を内部と外部のあいだの空間として活⽤する。
地⾯に近い開けた部屋があれば、その⼟地に根付いたより多様な⽣活が
可能になるだろう。
 今後もこの美しい形の魅⼒を掘り下げていき、すまいをまちの魅⼒に
つなげていって欲しい。

▲審査コメント／梅田武宏

入選・優秀賞　濱田　愛
大阪府立工芸高等学校 3年

「笑店街に住む 〜笑顔の街を再⽣〜」
 シャッター商店街となった⼤阪中津商店街を再⽣させることをコン
セプトに、集合住宅を設計しました。⽞関、キッチン、ダイニングが
繋がった広い⼟間空間とガラス張りの外壁により内と外の曖昧な境界線
をつくり出し、住まいと街の繋がりを表現しました。また、外から中の
様⼦が⾒えることで、⽣活の気配を共有し⼈々の繋がりを⽣み出しまし
た。中央のコミュニティ道路では住⺠だけでなく地域の⼈々も集まって
利⽤することで、多様な⼈の交流が⽣まれ賑やかで活気のある笑顔の街
を再⽣する設計を考えました。
 今回、初めて図⾯をフリーハンドで描くという新しい表現⽅法に挑戦
しました。苦労もありましたが、⼒を⼊れ精⼀杯取り組んだ作品なので
⼊選することができてとても嬉しかったです。

 誰もがシャッターが数多く閉じられた商店街を⽬の当たりにすると、
元気のない街と無意識に感じてしまう。ネットショッピングの普及や少
⼦⾼齢化に伴う後継者不⾜などを背景とし、シャッター商店街となる地
域は多く、その再⽣について実際に様々な提案・取り組みが⾏われてい
る。
 本案は、地域内での⼈間関係の希薄さも課題として取り上げ、「⾒る・
⾒られる」の仕掛けづくりで「住⺠のふれあい・活気」を⽣み出し、街
を再⽣していく作品であった。
 敷地内に住⼾エリアとカフェ・ワークスペースを分散配置し、ひとつ

の⼤屋根で覆い、街のひとが通り抜けできる通路として設定している。
住⼾は⼀般的には閉じているリビングなどの団らんの空間を、通路に⾯
して敢えて活動が⾒えるように⼟間空間とともに配置している。提案者
が考える住⺠と利⽤者とのふれあいのケーススタディや、まちへの波及、
住⼾プランのバリエーションに、もうひと⼯夫あってもよかったと思う
が、より積極的に「住⺠のふれあい」「まちとのつながり」を⽣みだす⼿
法の提案を評価した。今後も、普段感じる問題点・課題に着⽬する意識
を⼤切にし、利⽤者視点で「すまい」「まち」を笑顔にする提案・取り組
みを考え続けてほしい。

▲審査コメント／奥　貴人
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 「⼈と⼈の間を継なぐ すまい」というサブタイトルが付いているものの、果たしてこれは「す
まい」なのだろうか…？屋内キャンプ場？あるいは、アウトドア気分を味わえる宿泊施設？とい
う⼾惑いを少なくない審査員が持った作品である。確かに⼀般的な「すまい」の形態やプランを

していない提案である。しかし逆に⾔うと、多くの作品が現在を含めたこれまでの住宅のイメージを引き摺っている中で、「すまい」らしからぬ提案に私
をはじめ多くの審査員が強く惹かれ、そして⾼く評価した。コロナ禍を経験した上で、やはり⼤切なのは「⼈と⼈の繋がり」であり、そのための新しい

「すまい」のひとつの形。それが、設計者が住む北海道の⼤⾃然をバックにして建つ、おおらかな切妻屋根だけの建築である。シンプルな外観に対し内部
空間は重層的かつ複雑な空間構成になっており、その中で空気の流れなども考慮されているので、気持ちの良い季節はもちろんのこと、厳しい北海道の
冬でも豊かな⽣活を送ることができるのではないだろうか。欲を⾔えば、忠別湖の対岸から⾒えるであろう妻⾯のファサードデザインに、もうひと⼯夫
有れば良かったのではないかと思わなくもないが、それは今後の課題として更なる成⻑を期待している。

◀審査コメント／岸下真理

入選　阿部圭悟　北海道旭川工業高等学校 3年
「間継〜⼈と⼈の間を継なぐすまい〜」
 コロナ禍が終わり、私たちの⽣活は新しい局⾯を迎えています。そん
な中コロナ⽣活が⻑く続いたために多くの⼈が他⼈との距離感が遠く
なっているように感じました。だからこそ新しい「まち」と「すまい」
に必要なのは、⼈と⼈の離れてしまった間を再びつなげる、そんな⼼が
やすらぐすまいだと考え、今回の建物を提案しました。最初に考えた
のは⼈と⼈が 1 番関わるときはどんなときなのかということです。私
が思いついたのは、「家族と⽣活しているとき」です。ごはんを⾷べる、
誕⽣⽇を祝う、旅⾏に⾏くなど⼈⽣の中で1番⼤きな割合を持っていま
す。キャンプという共同⽣活を⾏うことで家族のような関係が⽣まれる。そう考え、設計しまし
た。
 「絶対に⼊選することはないだろうな。」と何も考えずに⽣活していたので、⼊選したと聞いた
ときはあまり実感がわかず、⼀晩たってからうれしさがでてきました。最初つくり始めたときは、
いいものが思いつかずやきもきしてばかりで、他のことを考えられる状態ではありませんでした。
⻑い間作業して、その作品が⼊選して、⾔葉では⾔い表せないほどうれしかったです。最後まで
付き合ってくれた先⽣には感謝の念が尽きません。本当にありがとうございました。

 関東の中でも⾃然豊かな栃⽊県にバードウォッチングを趣味とする⽅々が住まい、野⿃の絶滅
回避ひいては⾃然と⽣態系の存続を図る提案。
 「⼈々の⽣活や暮らし、⽣き⽅を「まち」や周囲から創造的に捉え」という課題の趣旨を提案
者なりに解釈し、バードウォッチングという趣味を⽣き⽅に昇華し、環境保護に繋げようとする
発想は評価できる。
 シェアハウスの中庭を中⼼に、⼭間部から⾶来する野⿃が過ごす⽔場や⽊⽴が設えられ、住⺠
は⽇常の中でその姿を⽬にする。⿃たちの環境を守るために、居住スペースの多くを地下に配置

することにより、美しい観察環境と、周辺のまちなみに対して「籠」のようにささやかなボリュームを実現していることにも好感が持てる。
 ⼀⽅で、敷地の場所性、住⺠が環境保護を拡げるための客層（ターゲット）など、明確にされていない情報が多い。また、中庭に⾯した広い窓は、住
まう⼈々の良好な住環境をつくりつつも野⿃にとっての環境を阻害する可能性が⾼いなど、提案の説得性を損なう部分も併せ持つ。
 コンセプトを成⽴させる背景の分析⼒、それらを伝える技術や画法をさらに磨き、環境と共⽣する営みの場を作れる設計者に成⻑される姿を期待しま
す！

◀審査コメント／久保　岳

入選　後藤　芹　大阪府立工芸高等学校 3年
「⿃籠のシェアハウス」
 なぜこの住宅がこの町にあるのか、この住宅があることでこの町がどうなるかをすごくこだわ
りました。私は動物が好きで、動物の絶滅などといった問題に関⼼があったので住⺠が暮らしな
がら動物たちを保護する住宅を考えました。今回のテーマは地域との結びつきが⼤事だと捉えて
いたので、実際に野⿃保護のボランティアをおこなう栃⽊県⽮板市に焦点を当てました。ただひ
たすらボランティアを⾏う窮屈な暮らしではなく、住⺠たちが趣味を活かして暮らしが豊かにな
るような住宅にしたいと思い⼯夫して設計しました。
 とても嬉しかったです。同時に本当に私が？という気持ちです。⾼校3年間の中で特に頑張って
時間をかけて考えながら制作したものです。まだまだ浅い知識で書いたものですがとても誇らし
く思います。努⼒したことが⼊選という形で返ってきたことでこれからの創作にも⾃信を持つこ
とができました。なのでまた今後なにかコンペティションに参加する機会があれば、今回の経験
や気持ちをしっかり思い出して、努⼒し活かしていきたいなと思います。
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入選　 中岡依央莉・
西野優大・
古家康佑

堺市立堺高等学校 3年
「古くて新しい暮らし」
 この作品はヴァーチャル
なつながりが増える現代に
おいて、リアルな場で世代
を超えたコミュニケーショ
ンを⽣み出すことを意図し
ています。階数ごとに家族
構成を変えることで、若い夫婦、⼦育て世帯、⾼
齢者などが同じ建物内で⾃然に関わりを持てるよ
う⼯夫しました。また、共⽤スペースには季節ご
とに異なる植物を植えることで、居住者同⼠が花
の開花や四季の移ろいを楽しむ中で親しみが⽣ま
れるようにしました。植物を通じた対話や世代を

超えた⽀え合いが住まいを単なる居住空間ではなく、コミュニティとして機能することを願っています。
 私たちは⼊選通知を受け取った瞬間、信じられない気持ちと同時に、努⼒が実を結んだ喜びで胸がいっぱいです。この機会を与
えてくださった審査員や関係者の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。また、これから⾃分達⾃⾝を⾼めていくための⼤きなス
テップだと感じ、今後のコンペに対するモチベーションが⼀層⾼まりました。次のコンペへ挑戦するに向けて、更に精進したいと思います。

入選　中島暖埜花　大阪府立工芸高等学校 3年
「⾦箔と輝く街」
 この作品の制作動機は、⾦沢の伝統⼯芸を次世代へ受け継いで⾏く為の場を作りたいという思い
で制作しました。⾦箔や⾦継ぎなど⾦沢ならではの⼯芸が持つ技術と美しさを未来に繋ぐには、職
⼈とその家族たちが⾃然と伝統に触れ、次世代へ伝えられる環境が必要だと考えました。また、伝
統⼯芸を通してコミュニケーションや職⼈同⼠の絆も深め、後継者不 ⾜にも対応した設計を意識し
ました。⾦沢ならではの街並みや歴史背景にも注⽬し、⾦箔と共に輝けるまちをこの作品から感じ
てもらいたいです。
 ⼊選通知を受け取った瞬間、驚きと喜びであまり実感が湧きませんでした。⾃分が何度も試⾏錯
誤して取り組んだ作品が評価され、認められたことがとても嬉しかったです。特に、建物や空間の
デザインに込めた思いが審査員の⽅々に伝わったことがとても嬉しかったです。この経験を通し
て、⾃分の中でさらに建築やデザインへの情熱が深まりました。沢⼭アドバイスを くれた先⽣にも
⼼から感謝しています。

 この作品は、「まち」と「すまい」との関係性を再構築するという課題を真摯に受け⽌め表現した
ところを評価した。計画地を⽇本の伝統⼯芸が根付いた⾦沢の茶屋町にも近い住宅地の⼀⾓に設定し
ており、「⾦箔」「⾦継」「加賀繍」の 3 ⼈の職⼈のすまいが伝統をわが⼦に伝承する場でありながら、
観光客にも伝承する場となることを期待していると考えられる。
 伝統⼯芸の後継者不⾜の深刻さを数値で⽰し、その技法をデザインに取り⼊れるまで理解を深めて
いる。また、 1 階に⼯房や展⽰室を設けまちとの繋がりを創出し、 2 階の 3 家族の室の中央にテラス
を設けて家族間の交流を取りやすくすることで、家族の絆を繋ぎ、まちとを繋ぎ、伝統を繋ぐ、と丁
寧にコンセプトを反映していることも評価したい。

 空間ごとに過ごし⽅を詳細に設定しているが、⼯芸をまちに伝え、住⼈を繋げるためにそれらの空間を繋ぐ更なる⼯夫を施すことができればより良いすまい
となるだろう。

◀審査コメント／糸嶺円路

 この作品は「スターハウス型」の団地の再⽣計画である。かつて
ニュータウンでは様々な団地のあり⽅が模索されていた。この「スター
ハウス型」住棟もそのひとつである。提案者は、かつての団地や下町の
⻑屋で⽇常的に⾒られた⾵景であるお隣さんとの近所付き合いに着⽬し
た。コロナ禍下での⾃粛⽣活によってその重要性に気付いたという。こ
の提案ではスターハウスの 1 フロア 3 住⼾を緩やかにほどいて、学⽣の
ための下宿、また託児スペースや図書スペースが併設した住⼾、 2 つの
家族が住空間の⼀部をシェアしながら住まう住⼾など、実にバラエティ

豊かな住まいを提案している。さらにそれらスターハウス 3 棟をスロー
プ・ブリッジで繋ぐことで、⽴体的に関係する新しい団地のあり⽅を提
案している。⾮常に惜しいと感じたのは、計画の中で重要なポイントで
あるスロープ・ブリッジが単なる動線としてデザインされていた点、 3
棟の⾜元のランドスケープが単調であった点である。⼈が滞留できる居
場所となるようデザインされていると、もっと魅⼒的な提案となったで
あろう。とはいえ、少ない⼿数で古くなった団地を再⽣し、豊かな住空
間と魅⼒的なご近所付き合いを描いた鮮やかな作品である。

▲審査コメント／多田正治
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入選　野村椰羽　大阪府立工芸高等学校 3年
「葡萄のなるうち」
 ｢私のまちの私たちのすまい｣というテーマから私は葡萄が特産品の地元、柏原
市で考えました。コンセプトは「葡萄畑の減少を抑えて新しい世帯の住宅を増や
す」です。ここ数年新しい住宅街ができて新しい世帯が増えてきました。⼀⽅で
⼟地の関係や⾼齢化の影響で葡萄畑や畑が少なくなっています。実際、私の家の
隣に広がっていた葡萄畑もすっかり住宅街になっています。しょうがない事だけ
れど少しでも葡萄の⽂化を残したくて今回の作品を考えました。
 ⼊選したと聞いた時限られた枠に⾃分の作品が⼊ると思わなかったので、精⼀
杯取り組んで良かったと思いました。私が思う地元やコンセプトや建物に対する
考えが審査員に伝わって嬉しいです。

 葡萄の産地である柏原の歴史や営み、⾵景にフォーカスしながら葡萄畑
と住宅との融合を考えた作品です。課題趣旨である「すまいとまちの関係
性」を語る作品が少ない中、葡萄畑減少への意識やロケーションに対する
説明など、「まち」のあり様を多⾯的に捉えた上でコンセプトが組み⽴て
られており、好感を持ちました。
 葡萄畑の斜⾯を想起させる葡萄棚は、馴染みの良さとシンボル性を合わ
せ持ち、既成のまちに溶け込みつつ新しい機能や⾵景をつくる試みと捉え

ることもできます。作者が⾔う「葡萄畑の減少を抑えながら新しい世帯を
増やす」という⽬的への実直な意図を感じました。
 住⼈像とその暮らしについてのより具体的な想定や、栽培や収穫作業が
イメージできる葡萄棚とテラスの関係を⽰した詳細な断⾯計画などがあれ
ば、より説得⼒のある提案になったと思います。この作品で滲み出ている
地域や⼈への想いをこれからも⼤切に、建築に関わられることを期待しま
す。

▲審査コメント／根木和人

入選　松原広空　大阪府立工芸高等学校 3年
「町を照らす海賊」
 私は存在は知っているがあまり詳しく知らない、関わったことがないようなものをテーマにして
住宅を制作したいと思い、海賊をテーマに起⽤しました。しかし海賊には悪いイメージがあると思
います。ですが今回取り上げた村上海賊は町を守る海賊という海賊の悪いイメージを払拭する善良
な海賊でした。これ以上いいテーマはないと思い私は海賊と住宅を融合して作品を制作しました。
 そして海賊というテーマに負けないようなインパクトがあり、合理的な形をした住宅になるよう
に意識して制作しました。
 私は今まで製図に苦⼿意識があり、今までコンクールに⼊選したことがなかったので驚いていま
す。私は苦⼿な製図との向き合い⽅を⼯夫しようと思い私の得意なリアルタッチのイラストをパー
スに落とし込み、あえて⽩⿊に統⼀しパースが画⾯を占める割合を⼤きくしたことで⼀⽬⾒ただけ
でインパクトがあるような作品になったことが⼊選に繋がったのかなと思いました。

 14世紀中頃から瀬⼾内海で活躍した村上⽔軍の⼦孫たちが、現代においても瀬⼾内海の監視と⼈々
を守るために灯台を模した家に住むというユニークな提案です。遠くからも視認できる灯台をモチー
フとした造形や実際に使⽤されていた船をパトロール⽤に再利⽤することにより、地域の⼤切な歴史
を地元の⼈々に再認識させるとともに観光などで訪れる⼈に紹介する役割を担います。
 各部屋を⼗分な階⾼を確保しながら積み重ねて塔状にし、必要に応じてプライベート空間を外にせ
り出す構成が特徴的です。歴史と結び付けた独創性の⾼い発想による提案と、鉛筆の特性を活かした
モノトーンの迫⼒あるドローイングにより複数の審査員から⾼い評価を得ました。
 ⼀⽅、塔状建築として断⾯構成にもう少し⼯夫がほしかったこと、⽴⾯と平⾯の関係性が希薄であ

ること、会議室が窓に向かったカウンターのみで構成されているなど各部屋の機能が階段や円形平⾯に制限されていることが気になりました。また、ドローイ
ングの建物だけでなく雲や波の表現も⼤変素晴らしいが、瀬⼾内海の特徴ある「しまなみ」や、海のアクティビティーを表現できていれば、さらに⾼い評価を
得たに違いありません。

◀審査コメント／惠本涼太郎
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【表彰式】●応募学校
 ・北海道旭川⼯業⾼等学校
 ・三重県⽴四⽇市⼯業⾼等学校
 ・⼤阪府⽴都島⼯業⾼等学校
 ・⼤阪府⽴⼯芸⾼等学校
 ・堺市⽴堺⾼等学校
 ・岡⼭県⽴岡⼭⼯業⾼等学校
 ・熊本県⽴熊本⼯業⾼等学校
 ・⿅児島県⽴⿅児島⼯業⾼等学校

●審査記録
10月 8日  予備審査：応募作品について応募規

定違反の有無を調べ、その検討を
⾏った。今回、敷地概要の記載が無
い等⼀部の作品に要求図⾯の不備や
違反事項が⾒られた。またフルイン
キングでの条件違反により 1 作品失
格があった。それらを予備審査結果
として審査会に報告することとした。

（教育委員会・⼯⾼⽣教育⼩委員会）
10月19日  審査会：審査員10名により当⽇審査が

⾏われた。
（審査時間13：30〜16：30）

●審査経過
審査を開始するにあたり、本年度の応募校数、
応募作品数の報告を⾏い、⼀部作品の要求図⾯
に対する不備や違反事項及び失格が 1 作品あっ
た事を予備審査報告として審査会に提⽰された。

その結果、審査では審査対象とする作品におい
て違反事項は考慮するが失格を除く94作品を本
審査の対象とすることとし、続いて審査員⻑よ
り審査⽅針の確認があり、審査に⼊った。
■ 1次審査（審査員10名）94作品→24作品
全応募作品について審査員 1 名につき10作品を選
んで投票し、集計。

得票 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
作品数 1 2 0 2 1 1 3 3 5 6

票を得た24作品を 1 次審査通過とした。（審査時間
13：35〜14：50）
■ 2次審査（審査員10名）
24作品→最優秀作品 1 点、優秀作品 2 点
1 次審査通過 24作品のうち、まず満票の最優
秀賞作品 1 点、次いで優秀賞作品 2 点が確定さ
れた。次に、⼊選 7 作品枠の審査に移り、得票
数 1 票の作品について次のステージに残すべき

かどうか審議され、続いて得票数 2 〜 3 票の作
品についても違反事項を確認しながら、各審査
員が推薦理由を説明しつつ審議が進められ、そ
の結果11作品に絞り込まれた。

（審査時間15：10〜16：00）
■ 3次審査（審査員10名）
11作品→⼊選作品 7 点
引続き、11作品より選出することを決定し議論
が⾏われ、再審査を重ねた後、再投票により⼊
選作品 7 点が確定され、審査を終了した。

（審査時間16：00〜16：20）
会誌「建築と社会」誌への審査経過報告掲載に
あたり、⼊選作品10点について審査員が分担し
てその評価を誌⾯にまとめることを約束し、審
査会を終了した。（終了時刻16：30）

入選　渡邉詩織　大阪府立工芸高等学校 3年
「たんぽぽの芽 ともに育む私たちの家」
 私は妊娠や出産、⼦育てに不安を感じる妊婦さん、旦那さんに寄り添った環境を作りたいと思い
この作品を制作しました。そして考案していく中で助産院に併設している住宅を思いつきました。
今回のコンペを制作する上で２つの事に挑戦しました。１つ⽬は模型制作です。本格的な模型は
作ったことがなかったのですが今まで沢⼭のコンペや⼊賞作品を⾒ると模型を制作している⽅の作
品に⽬がいきました。より正確に慎重に制作することを⼼掛けました 。２つ⽬はパソコンを使った
編集です。空や⼈を⼊れることでリアリティのある模型写真に仕上げました。私はこの作品を通し
て本当にこんな場所があればいいなと願いながら制作することができました。
 正直⾔葉で表せないほど嬉しかったです。私⾃⾝、⼊賞させて頂くことが初めてなのですごく光
栄です。今回のコンペは新たな気づきがいくつもありました。⾃分の納得のいくまで突き詰めた作
品をたくさんの⽅の⽬に留めてもらえたことが何よりうれしいです。ありがとうございました。

 「私たちの住まい」というお題に対して、今ある社会課題を⾃分事として捉え想像⼒を働かせ、ど
う良くしていくかを真摯に考えていると感じ取れました。
 少⼦化対策は建築単体では解決できない問題ですが、春⽇井市という⾃治体の仕組みをさらに補完
する施設として提案しているという点も、具体性がありよく考えられています。しかも俯瞰して⾒た
場合にハート形のプランニングになっているのもデジタルネイティブならではの視点でしゃれが効い
ています。１階は出産を終えた⽅が滞在できる居住スペースで、２階に空の⾒える地域に開放された
共有スペースを設ける明快な構成ですが、⼀点だけ階段が無いというのが残念なところ。評価として
は法的な事は問いませんが、折⾓ハート形のプランであればこれを活かして、らせん状の階段で上下

をつなぐ⼯夫ができなかったのかと思いました。また、１階居住スペースの個室もプライバシーの配慮もありますが、もっと開放して交流を促進させる⼯夫が
できれば尚良かったかと思います。
 とはいえ、新しい命が⽣まれ⾶び⽴っていくイメージをたんぽぽの芽に乗せて全体をまとめ上げた点と視点が実直で温かく親しみの持てる点が⼤いに評価で
きる良い提案です。

◀審査コメント／野口　伸

指田孝太郎会長（右）と
橋寺知子教育委員長（左）

藤木庸介審査員長（左）と
谷口幸雄工高生教育小委員会委
員長（右）
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謹賀新年

令和 7年元旦巳
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令和 7年元旦謹賀新年 巳

森 口 雅 文
小 田 義 彦

大松　敦

瓦町3-6-5

取締役相談役

冨 田 昌 志常 務 取 締 役
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川上 宏伸専務執行役員代表取締役社長 兼 CEO　蓮輪 賢治 大阪本店長

本社　　　東京都新宿区西新宿 1-25-1
　　　　　電話　03-3348-1111
関西支店　大阪市中央区南船場 1-14-10
　　　　　電話　06-6265-4504
https://www.taisei.co.jp/

代表取締役社長　　　　　相川　善郎
執行役員関西支店長　 足立　憲治

東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 1 6 番 1 号104-8370
関西支店

井上  和幸

佐々木正人

専務執行役員関西支店長 山下  浩一

想いを築く。心に響く。

本社・大阪本店　〒532-0025 大阪市淀川区新北野１丁目２番3号　TEL 06-6307-8101
東　京　本　店　〒108-0014 東京都港区芝 4丁目８番２号　TEL 03-3455-8101
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都 窯 業 株 式 会 社
夢のレンガを積みあげよう

〒530-0047  大阪市北区西天満 2-8-1 大江ビル
Tel（06）6367-0389　Fax（06）6367-5567　
工房　三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓　
http://www.miyakoyogyo.com　E-mail：info＠miyakoyogyo.com

〒 - 　大阪市北区天満 丁目 番 号 - - https://www.oct.ac.jp/ Tel. - -

O S A K A C O L L E G E  O F  T E C H N O L O G Y
 Ⅱ部建築学科（夜間）　　※講義科目はオンライン・登校選択制授業

江戸堀１－４－２３　撞木橋ビル４階

松　本　　　將

一般社団法人

和久田吉朗大谷 清介 常務

本　　社　〒104-0031　東京都中央区京橋1－7－1　　  TEL 東京03（3535）1354
大阪本店　〒530-0004　大阪市北区堂島浜1－1－27　　  TEL 大阪06（6676）8232

会　　　長 指　田　孝　太　郎

一般社団法人
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一般社団法人

矢　ヶ　崎　善　太　郎

冨　田　昌　志

一般社団法人

2－10－19（名古屋商工会議所ビル9階）TEL（052）990-6410

〒732-0805　広島市中区十日市町1-1-9（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）　TEL（082）232-6471

一般社団法人

荒　木　秀　夫

〒603-8158  京都市北区紫野宮西町18 ライトビル2F－ND　（メールアドレス）nk.kyoukai.kyoto@gmail.com
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i n f o r m a t i o n

阪神・淡路大震災30年 企画展
1995 ⇄ 2025　30年目のわたしたち

①
5組

特別展会場で開催する初の自主企画展

米田知子《震源地､ 淡路島》1995年 国立国際美術館蔵
ⒸTomoko Yoneda/Courtesy of ShugoArts

 1995年 1 ⽉17⽇の震災では、兵庫県⽴美術館の前⾝である兵
庫県⽴近代美術館（1970-2001）も建物や収蔵品に⼤きな被害を
受けた。同館を引き継ぎ、2002年に震災復興の⽂化的シンボル
として当館は開館した。
 この30年の間に、世界は多くの⾃然災害や紛争に⾒舞われ、
明るい未来を想像することはますます困難な状況となっている。
そのような時代になお、語りうる希望とは―。
 簡単には答えの出ないこの問いを、それでも、あるいはだから
こそ考え続けるための、ひとつの場となることを⽬指し、本展を
開催する。今それぞれに⽣きる「わたしたち」こそ「希望」の出
発点にほかならない、そのような思いを展覧会名に込めている。

期　　　間　3月9日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、1/1（水・祝）～1/3（金）、1/14（火）、2/25（火）
　　　　　　1/13（月・祝）、2/24（月・休）は開館
観　覧　料　一般1,600円、大学生1,000円、高校生以下無料
　　　　　　 70歳以上800円、障害者手帳をお持ちの方・一般400円、

大学生250円（証明書の提示が必要）
　　　　　　＊障害者手帳をお持ちの方1名につき､ 介助者1名無料
　　　　　　＊ 20名以上の団体料金あり

（一般1,400円、大学生800円､ 70歳以上700円）
　　　　　　＊団体での鑑賞は1ヵ月前までに連絡してください。

会　　　場　兵庫県立美術館
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　HAT神戸内
　　　　　　TEL.078-262-1011

モネ＆フレンズ・アライブ②
3組

モネが生きたあの頃のパリへ

ⒸPhoto: Grande Experiences

 瞬間的な光、動き、そして⽇常のシーンを⼤胆に描き、⼀世を
⾵靡した「印象派」を Grande Experiences（グランデ・エクス
ペリエンセズ）が制作・プロデュース。
 19世紀半ばから20世紀初頭にかけて活躍したクロード・モネ
をはじめとする⽇本中を虜にし続ける印象派画家の作品の数々
に、⼒強いクラシック⾳楽と最新のイマーシブ技術が融合した

「フランス印象派」の世界につつまれる没⼊体験をお届けする。
 光、⾊、⾳、⾹りのなかで、巨⼤スクリーンに映し出されるク
ロード・モネ、カミーユ・ピサロ、ピエール＝オーギュスト・ル
ノワール、ポール・セザンヌ、エドガー・ドガらの⼤胆な筆遣
い、⾝体を包み込むクラシック⾳楽。印象派の世界の激しさと美
しさに⼼を奪われる体験をお楽しみいただきたい。

左右とも ⒸPhoto: Grande Experiences

期　　　間　3月30日（日）まで
休　館　日　月曜日（祝休日の場合は翌日）、1/9（木）
　　　　　　平日　11：00～18：00、土日祝　10：00～18：00
　　　　　　※入場は閉館の60分前まで
観　覧　料　平日　一般2,700円、高大生1,900円、小中生1,100円
　　　　　　土日祝　同2,900円、　同　2,100円、　同　1,300円

会　　　場　デザイン・クリエイティブ
　　　　　　センター神戸1F KIITOホール
　　　　　　神戸市中央区小野浜町1-4
　　　　　　TEL.0570-200-888
　　　　　　キョードーインフォメーション
　　　　　　（11：00～18：00、日曜・祝日休み）
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ル・コルビュジエ
諸芸術の綜合　1930-1965

④
5組

統一、調和、普遍的法則の理想主義に導かれて

ル・コルビュジエ《奇妙な鳥と牡牛》1957年、大成建設株式会社蔵

 建築家ル・コルビュジエ（1887-1965）は活動の後期におい
て、建築の指揮のもとで絵画や彫刻をつなぐ試みを「諸芸術の綜
合」と⾔い表した。そしてそれ以上に、「諸芸術の綜合」とは統
⼀、調和、普遍的法則の理想主義に導かれた彼の芸術観全体を⽰
すスローガンでもあった。
 ル・コルビュジエは近代建築の巨匠として世界的に知られてい
るが、視覚芸術の他分野においても⾰新をもたらした。本展は
1930年代以降に彼が⼿がけた絵画、彫刻、素描、タペストリー
から、さらに彼が求め続けた新しい技術の芸術的利⽤にもスポッ
トをあてる。そして後期の建築作品も併せて紹介することで、は
るかに伝統的な枠組みを超えたル・コルビュジエの円熟期の芸術
観を明らかにする。
 楽観的で歓喜に満ちたこれらの作品は、「住宅は住む機械」と
いう彼のよく知られた⾔葉に集約される機能主義者のイメージを
超えた、あらたな像を結ぶ。また、レジェ、アルプ、カンディン
スキーといった同時代を⽣きた先駆的な芸術家たちの作品を対峙
させることで、当時の芸術潮流における彼の⽴ち位置も浮かび上
がらせる。

期　　　間　1月11日（土）～3月23日（日）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　2/7（金）、3/7・14・21（金）、3/22（土）は
　　　　　　夜間開館　20：00まで
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　水曜日（ただし3/19は開館）
観　覧　料　一般1,200円、65歳以上1,100円、大高生700円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳提示の方と付添者 1名まで無料

会　　　場　パナソニック汐留美術館
　　　　　　東京都港区東新橋1-5-1
　　　　　　パナソニック東京汐留ビル4F
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

生誕135年　愛しのマン・レイ③
5組

「Man Ray of Our Aff ection」
 マン・レイ（1890-1976）は画家、
写真家、オブジェ作家など、多彩な顔
をもったマルチアーティストであった。
 そしてマン・レイは多様な考えをも
つ友⼈達とも分け隔てなく親交を結ん
でしまう、陽気で憎めない⼈柄の持ち
主でもあった。
 本展では、当館所蔵の作品と⽇本に
おける無類のマン・レイ・コレクター
また研究家である、⽯原輝雄⽒所蔵の
作品と膨⼤な周辺資料を中⼼に、マ
ン・レイの⾜跡を追いつつ、彼の愛す
べき⼈間性を探る。

 改めてマン・レイを紹介すると、アメリカの画家、写真家、造
形作家、とりわけダダ、シュルレアリスムの代表的作家と⾔える
だろう。フィラデルフィアに⽣まれ、パリで没。マルセル・デュ
シャンらとニューヨーク・ダダの運動を起こした後、1921年パリ
に渡り、多くのシュルレアリスト（出会った当時はダダイストと
呼んだ）と出会う。前衛写真の先駆者で、レイヨグラフやソラリ
ゼーションの技法による実験的な作品を発表した。⾃由な発想、
斬新な感覚、現代的な詩とユーモアをもって、絵画、版画、写真、
彫刻、オブジェなど、ジャンルを超えた独創的な作品を残した。
 東京富⼠美術館では、マン・レイの作品を95点所蔵している。

期　　　間　1月11日（土）～3月23日（日）
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、1/14（火）、2/25（火）
　　　　　　1/13（月・祝）、2/24（月・休）は開館
観　覧　料　大人1,500円、大高生900円、中小生500円
　　　　　　＊未就学児無料
　　　　　　＊団体料金：大人1,200円 大高生800円 中小生400円

会　　　場　東京富士美術館
　　　　　　東京都八王子市谷野町492-1

　　　　　　TEL.042-691-4511

①〜④各展の招待券を記載の組数分
ご⽤意しています。（ 1 組＝ 2 枚）

招待券の抽選応募フォームは協会ホームページの会員専⽤ページ内にあります。会員IDやパス
ワードがご不明な場合は、⽇本建築協会総務課（soumu@aaj.or.jp）まで。応募期限は毎⽉20⽇、
厳正に抽選（*）、招待券は当会より郵送でお届けいたします。当選発表は招待券の発送をもって
かえさせていただきます。（*）応募できるのは個⼈会員に限定、抽選に際しては初回申込者優先。

  

マン・レイ（1890-1976）
《セルフ・ポートレイト》

東京富士美術館 
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挨拶
掲載⽉号

●年頭の言葉

2024年を迎えて／指⽥孝太郎 ………………… 1
●本年の抱負

常設委員会／三宗知之・中尾勝悦・⻄ 博康・
橋寺知⼦・中村⽂紀 ……………………………… 1

特集号

博覧会が変えた社会、2025年万博が変える社会
〜2025年⼤阪・関⻄万博に向けて〜 ………… 1
第30回⽇本建築協会会員作品 “私の空間作法” 2
東海⽀部特集
特集Ⅰ これからのモノ・コト・ヒトづくり
特集Ⅱ 納マリ倶楽部 …………………………… 3

「トランスフォーメーション」の先にある未来 4
トランスフォーメーションとWell-being ……… 5
⽚岡安賞 第 7 回 ⽇本建築協会論考コンクール
募集テーマ Well-being 受賞論考発表 ……… 6
第71回 ⻘年技術者 ……………………………… 7
ワークプレースのトランスフォーメーション … 8
まちづくり X ルール …………………………… 9
トランスフォーメーション&ものづくり―⼈々に
幸せを与える― ………………………………… 10
構造技術のトランスフォーメーションと未来へ
の挑戦…………………………………………… 11
特別な体験を⽣み出す⾄⾼のプロジェクト
場のトランスフォーメーションによる挑戦 … 12

作品作風／project
●オフィスビル・事務所

「松⾵」あゆみテラス …………………………… 6
 建 築 主 株式会社松⾵
 設計・監理 ⿅島建設㈱
 施   ⼯ ⿅島建設㈱
川崎重⼯業株式会社
⻄神⼾⼯場総合事務所三号館 ………………… 12
 建 築 主 川崎重⼯業株式会社
 設計・監理 ⿅島建設関⻄⽀店

 施   ⼯ ⿅島建設関⻄⽀店
●学校等

同志社⼤学新創館………………………………… 3
 建 築 主 学校法⼈ 同志社
 設計・監理 ㈱⽇建設計
 施   ⼯ ㈱鴻池組
同志社⼤学寧静館………………………………… 3
 建 築 主 学校法⼈同志社
 設計・監理 ㈱⽇建設計
 施   ⼯ ⼾⽥建設㈱
⼤⼝町⽴⼤⼝⻄⼩学校⻑寿命化改修…………… 3
 建 築 主 ⼤⼝町
 設計・監理 東畑建築事務所
 施   ⼯ 佐藤・松岡特定建設⼯事共同企業体
愛知県⽴芸術⼤学美術学部 新彫刻棟 ………… 3
 建 築 主 愛知県
 設計・監理 安井建築設計事務所
 施   ⼯  建築⼯事：⾼柳組（第⼀⼯区）⼤数建設

（第⼆⼯区）
       電気⼯事： 関電⼯事
       空調・管⼯事： 瀬⼾ガス⽔道
       エレベーター⼯事： フジテック
啓明学院100周年記念館 ………………………… 7
 建 築 主 啓明学院中学校・⾼等学校
 設計・監理 ⽵中⼯務店
 施   ⼯ ⽵中⼯務店
森ノ宮医療⼤学 Aoi Port ………………………… 8
 建 築 主 学校法⼈ 森ノ宮医療学園
 設計・監理 清⽔建設㈱
 施   ⼯ 清⽔建設㈱
京都芸術⼤学 相照館 …………………………… 9
 建 築 主 学校法⼈⽠⽣⼭学園 京都芸術⼤学
 設計・監理 ⽵中⼯務店
 施   ⼯ ⽵中⼯務店
●医療・保健

松⼭⾚⼗字病院 …………………………………… 1
 建 築 主 ⽇本⾚⼗字社
 設計・監理 ㈱⽇建設計
 施   ⼯ ⼤成・⽩⽯・⼤和特定建設⼯事共同企業体
医療複合施設【i-Mall】医誠会国際総合病院 … 2
 建 築 主 医療法⼈医誠会
 設計・監理 ㈱安井建築設計事務所
 施   ⼯ 清⽔建設㈱
豊⽥地域医療センター …………………………… 3
 建 築 主 豊⽥市
 設計・監理 ⽇建設計
 施   ⼯ 鴻池・太啓建設共同企業体
阪南病院 B棟 ……………………………………… 3
 建 築 主 医療法⼈杏和会 阪南病院
 設計・監理 安井建築設計事務所
 施   ⼯ （建築）⻄松建設・北⼝⼯務店 共同企業体
        （電気設備）九電⼯・⼋千代電設⼯業 

共同企業体
       （機械設備）九電⼯
社会医療法⼈有隣会東⼤阪病院 ………………… 4
 建 築 主 社会医療法⼈有隣会
 設計・監理 清⽔建設
 施   ⼯ 清⽔建設
●商業ビル

本町ガーデンシティテラス……………………… 2
 建 築 主 積⽔ハウス株式会社
 設計・監理 （基本設計）㈱⽇本設計
       （実施設計・監理）㈱⼤林組
 施   ⼯ ㈱⼤林組
●物流施設

T-LOGI⼀宮 ……………………………………… 3
 建 築 主 東京建物株式会社
 設計・監理 ⼤林組

 施   ⼯ ⼤林組 名古屋⽀店
●文化施設

ハレミライ千⽇前………………………………… 5
 建 築 主  岡⼭市表町三丁⽬10番11番23番24番地

区市街地再開発組合
 設   計 ⽵中⼯務店
 監   理 宮﨑建築設計事務所
 施   ⼯ ⽵中・荒⽊・⼩倉共同企業体
●官公庁舎

岐⾩県庁舎 ………………………………………… 3
 建 築 主 岐⾩県
 設   計 ⽇建・⼤建・岬 設計共同体
 監   理 ⽇建・⼤建 設計共同体
守⼭市庁舎 ………………………………………… 6
 建 築 主 守⼭市
 基本設計・監理・監修 隈・安井設計共同企業体
 実 施 設 計 ㈱⽵中⼯務店⼤阪⼀級建築⼠事務所
 施   ⼯ ㈱⽵中⼯務店
●金融機関

京都信⽤⾦庫北⼭⽀店改修⼯事 ………………… 1
 建 築 主 京都信⽤⾦庫
 設計・監理  清⽔建設株式会社関⻄⽀店⼀級建築⼠事

務所
 施   ⼯ 清⽔建設株式会社関⻄⽀店
●宗教施設

カトリック京都司教区 河原町カトリック会館 12
 建 築 主 宗教法⼈ カトリック京都司教区
 設計・監理 ⽵中⼯務店
 施   ⼯ ⽵中⼯務店
●複合施設

MARUWA瀬⼾⼯場 ……………………………… 3
 建 築 主 株式会社MARUWA
 設計・監理 基本設計・実施設計・監理：⽵中⼯務店
        基本計画・基本設計： ゲンスラー・ア

ンド・アソシエイツ・インターナショナ
ル・リミテッド

 施   ⼯ ⽵中⼯務店
トヨタモビリティパーツ 茨城⽀社 本社屋 …… 3
 建 築 主 トヨタモビリティパーツ株式会社
 設計・監理 伊藤建築設計事務所
 施   ⼯ トヨタT&S 建設
 施 ⼯ 協 ⼒ パナソニック建設エンジニアリング
メニコン シアターAoiビル ……………………… 3
 建 築 主 株式会社メニコン
 PM・基本計画・CM凸版・安井共同企業体
 設計・監理 ⼤成建設名古屋⽀店⼀級建築⼠事務所
 施   ⼯ ⼤成建設名古屋⽀店
STATION HILL HIRAKATA …………………… 10
 建 築 主 枚⽅市駅周辺地区市街地再開発組合
 基 本 設 計 ㈱アール・アイ・エー
 実 施 設 計 ㈱⼤林組、㈱昭和設計、⼤和リース㈱
 ⼯ 事 監 理 ㈱⽇建設計
 デザイン監修 嘉名光市（⼤阪公⽴⼤学教授）、
        ㈱⽇建設計、㈱ジイケイ京都
 施   ⼯ ㈱⼤林組
東京建物三津寺ビルディング ………………… 11
 建 築 主 東京建物株式会社
 設計・監理  ⼤成建設株式会社関⻄⽀店⼀級建築⼠事

務所
 施   ⼯ ⼤成建設株式会社関⻄⽀店
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その場所・環境と丁寧に呼応する
⽔上和哉（⻄⽥佳代） …………………………… 1
今、ここ、ではない世界を想う建築
⼤庭 徹（伊藤 翔） …………………………… 2
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バンバタカユキ（鞆野淳司) …………………… 3
橋が取り戻すHumanity
Toni Casamor、David Baena（加嶋章博） …… 4
⼼の解放区を描く
キムラトモミ（佐伯先史） ……………………… 5
最⼩限の介⼊ 中世カタルーニャの塔の現代的再⽣
Josep Maria Fortià（加嶋章博） ………………… 6
未来を構築する意志「想いづくり」と「ものづ
くり」 飯⽥智彦（太⽥栄治) …………………… 7
〜極楽浄⼟を彩る〜 ⼤原恵美（佐伯先史） … 8
都市を耕す 畠⽥ 恵＋吉武 駿（⽚岡政規） 9
本箱がつなぐ地域の絆 神吉⻯⼀（澤⽥純⼀） 10
保育の理念を具現化する
⻘⽊賀津⼦（豊⽥充広） ……………………… 11
⼩⾈でひるね 中野弘⺒（髙⽊秀晃） ……… 12

博覧会が変えた社会、
2025年万博が変える社会
～2025年大阪・関西万博に向けて～

【座談会】総論にかえて
〜2025年⼤阪・関⻄万博に向けて〜
橋⽖紳也／藁⽥博⾏／⽥中直⼈ ………………… 1
コラム：「博覧会と⽇本の近代化」／沓名貴彦 … 1
会場内の施設設計を担う若⼿建築家に聞く
１．⻑い時間を仮設する／⼯藤浩平…………… 1
２．かたちと世界／鈴⽊ ⼼ …………………… 1
３．Earth/Roof／服部⼤祐 + 新森雄⼤ ……… 1
４．雲の屋根／桐 圭佑………………………… 1
５．「困った⽊」を集めて柱を積む
／野中あつみ 三⾕裕樹………………………… 1
６．政治性をどのように⾒定めるか
／佐藤研吾 ………………………………………… 1
７．夢洲の庭
／棗⽥久美⼦ 井上 岳 齋藤直紀…………… 1
８．建築にいのちを宿す
／⼩林広美 ⼤野 宏 ⽵村優⾥佳…………… 1
９．⽣きている膜屋根／⼩俣裕亮……………… 1
10．Re：METABOLISM／⽶澤 隆 …………… 1
11．どんな世界に⽣きるか
／エルサ・エスコベド 隈 翔平……………… 1
12．万博トイレのあたらしい「かた」
／斎藤信吾 根本友樹 ⽥代夢々……………… 1

『建築と社会』がみた博覧会（戦前編）
／飯⽥ 匡 ………………………………………… 1

第30回日本建築協会会員作品
“私の空間作法”

連続性を光で創出／⽜込慎介 …………………… 2
雑多な空間の魅⼒を継承した
«Warehouse Style Offi  ce»／道ノ本健⼤ ……… 2
⼈・建物・地球の健康を未来へつなぐZEB化発信
拠点の創出／番匠真美 …………………………… 2
間⼝のコントラストによる空間演出
／松延浩⼈ ………………………………………… 2
伝統⽂化の融合による新たな魅⼒を発信するラ
グジュアリーホテル／中村 智・荻⽥真⼠…… 2
真⾏草の精神が息づく街づくり／岸 ⼀ ……… 2

嫋やかな⼤屋根の下に集う／増⽥敬彦 ………… 2
―居場所の集合体―／⼟⽥昌平 ………………… 2
空がくり抜く 緩やかなワンボリューム
／箕浦浩樹 ………………………………………… 2
光・影・みどりと交わる家／三⾕勝章 ………… 2
記憶に溶け込む “ツギハギ” のリノベーション
／⽔⾕俊博・渕上朋⼦ …………………………… 2
⼤仏との縁を感じる場所の再興
／⽮ヶ崎善太郎 …………………………………… 2
器の展⽰と什器を考える／吉永規夫…………… 2
学び合いの広場／森下⼤右……………………… 2

東海支部特集

●東海支部会員作品2024（作品作⾵欄掲載） …… 3
● 特集Ⅰ これからのモノ・コト・ヒトづくり 3
⽇経ニューオフィス賞からみたオフィスの変遷
とこれからのワークプレイス／恒川和久 ……… 3

『スマートクリエーション』の活動に向けて
〜メニコン本社⻄館オフィスの整備〜
／伊藤⾥美 ………………………………………… 3
社員が⼀体感を持って働くオフィスづくりを⽬
指して〜株式会社グリーンズ本社建替プロジェ
クト〜／⽯原昌佳………………………………… 3
インタビュー「新本部オフィスに⼊居して」
〜浜松いわた信⽤⾦庫 新本部〜
／松下 進、北嶋章弘、松井達也……………… 3
〜⾝近に感じる新しい働き⽅とこれからに期待
すること〜／⽝飼⾼嘉、野呂和弘、篠原佳則、
今津芳清…………………………………………… 3
●特集Ⅱ 納マリ倶楽部
納マリ倶楽部で⽣まれたコトとこれからのコト
／久保久志、三宅伸幸、鵜飼浩平、佐藤 剛、
⼩杉嘉⽂、鈴⽊豊⼀郎、中井孝幸、塩⽥哲也 … 3
●特集Ⅲ

建築がつなぐ都市、地域、まちの記憶 第 7 回
いなべ市・「桐林館」／中井孝幸 ………………… 3
多様なエリアリノベーションの展開
／益尾孝祐 ………………………………………… 3
使い倒す建築で⾊づくまちづくり〜いなべ市の
クリエイティブな地域資源活⽤事業〜
／近藤早映 ………………………………………… 3
地域福祉の交流活動の拠点として〜桐林館喫茶
室「筆談カフェ」〜／中井孝幸 ………………… 3
●TOKAI Sketch Book

敦賀市⽴⾓⿅⼩中学校／東畑建築事務所・エイ
コー技術コンサルタント設計共同体  ………… 3
伊勢市⽴⼆⾒浦⼩学校・⼆⾒中学校／東畑・和
⽥特定設計業務共同企業体……………………… 3
三⼗三銀⾏ 菰野⽀店･菰野中央⽀店
／伊藤建築設計事務所 …………………………… 3
LINEAR STYLE／⽵中⼯務店 …………………… 3
●東海の建築：木

敷地内間伐材を活かした地産地消の⽊造学習空
間Toyota Technical Center Shimoyama環境学習
センター／⽵中⼯務店 ⽥中 匠・吉⽥ 敦 … 3
軽やかな⽊架構による明るい交流空間 愛知県
⽴芸術⼤学美術学部 新彫刻棟／安井建築設計事

務所 益⽥正博・筧 政憲・⽥⼝貴史 ………… 3
⼩断⾯製材の組み合わせによる特徴的な廊下空
間 リニモテラス公益施設／東畑建築事務所 名
古屋オフィス 久保久志・中牟⽥昌慶 ………… 3
⽊の表情と光のシークエンスがつくる別れの場 
⼋橋斎苑 設楽町･豊根村･根⽻村 合同⽕葬場
／伊藤建築設計事務所 澤村喜久夫・
⼤河内直哉・松本拓也・照時和浩 ……………… 3

「トランスフォーメーション」の
先にある未来

●特集1 総論
建築の楽しさから社会を変える―東京建築祭
／倉⽅俊輔 ………………………………………… 4
建築が担う真のトランスフォーメーション
／塩瀬隆之 ………………………………………… 4
●特集 2 各分科会・⼩委員会の考えるトランス
フォーメーション
変⾰するひと・まち・建築が⽣む新たな発⾒
／ひと・まち・建築⼩委員会 …………………… 4
建築におけるトランスフォーメーション
／計画分科会    …………………………………… 4
私とトランスフォーメーション
／建築デザイン分科会 …………………………… 4
働く/住む/学ぶ 社会の変換期にリアルに残るもの
／空間デザイン分科会 …………………………… 4

構造分科会が考える建築・構造の “Ｘ（トラン
スフォーメーション）” マップ／構造分科会 … 4
環境とトランスフォーメーション
／環境分科会   …………………………………… 4
今こそ、Xでしょ！／施⼯材料分科会   ……… 4
建築分野のトランスフォーメーションにおける
ガバナンスの在り⽅〜アジャイル・ガバナンス
適⽤の可能性に関する考察〜／法令分科会…… 4
●特集3 座談会
トランスフォーメーションを考える〜建築と社
会のこれから〜／指⽥孝太郎・坂本貴仁・駒井
陽次・清原健史・三宗知之・桑原悠樹・古⾕隆
祥（司会） ………………………………………… 4
●2023年度 特集テーマ「共創」について

編集・企画に携わった委員によるあとがき
／三宗知之・飯⽥ 匡・𠮷⽥正友・⽶⼭剛史・
古⾕隆祥・⿊栁 亮・奥⼭陽⼆・桜井和男・
桑原悠樹・岡⽥ 健・中原岳夫・東 ⼀彦・
髙⽊秀晃・橋本直樹・惠本涼太郎……………… 4

トランスフォーメーションとWell-being

【総論】
照明ショールームからライティングラボへの変
⾰〜あかりがいざなうトランスフォーメーショ
ン〜／川中 睦 …………………………………… 5

【各論】
1 パブリックトイレのトランスフォーメーション〜
性別を問わず利⽤しやすいトイレ〜
／⼭⼾昌枝 ………………………………………… 5
2 ⼤阪おせっかいオフィス O3／佐々⽊康貴 … 5
3 クラウド型建設プロジェクト管理サービス
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「ANDPAD」〜建設DXとウェルビーイング〜
／⻑濱純⼈、秋⼭友希⼈………………………… 5
4 Scanatが導く新しい働き⽅〜LiDARセンサー
を活⽤したAI測量アプリ〜／若狭僚介 ………… 5
5 Daigasグループによる都市ガスのカーボン
ニュートラル化実現に向けた取り組み
／永⽥卓也 ………………………………………… 5
6 電⼒情勢2024と分散型電⼒システムの新地平
／⻄村 陽  ……………………………………… 5
7 コモングラウンド・リビングラボにおけるデジタ
ル変⾰に向けた共創の取り組み／粕⾕貴司 …… 5

【編集後記】
橋本直樹・北野勝也・⽣野⼤輔・寺井千佳・
仲村憲⼀・ 桝井貴廣・宮﨑ひろ志・持留崇志・
⼭⼝拓也・齋藤悠輔 ……………………………… 5

片岡安賞
第7回　日本建築協会論考コンクール
募集テーマ　Well-being  受賞論考発表

●審査報告

論考コンクール審査委員会……………………… 6
総評／髙⽥光雄  ………………………………… 6
講評／倉⽅俊輔・弘本由⾹⾥ …………………… 6
●片岡安賞

ウェルビーイング充⾜の実践場としての団地の
可能性／有原啓登………………………………… 6
●佳作

中古住宅に住まう幸せ―空き家賃貸のススメ
／前⽥朋⼦ ………………………………………… 6
機械のうえで少⼥はヒラヒラと漂う
／塚本貴⽂ ………………………………………… 6

第71回　青年技術者

■設計・計画部門

稲村　陸／村⽥製作所⼋⽇市事業所 新厚⽣棟・
正⾨周辺整備、聖マリア学院⼤学図書館 ……… 7
加藤将人／FUJIPOLYビル、ハーモニック・ドラ
イブ・システムズ有明⼯場新⼯場、⾦城学院⼤
学W 5 棟 …………………………………………… 7
栗山康輔／都市公園の価値向上 −てんしば・て
んしばi:na−、低未利⽤地の価値向上−中之島 5
丁⽬地区 ⼟地区画整理事業・地区計画− …… 7
差尾孝裕／⾼ 槻 城 公 園 芸 術 ⽂ 化 劇 場 、 T H E 
HIRAMATSU 京都、JPタワー⼤阪、新⼤阪ブ
リックビル ………………………………………… 7
佐藤芙紀／理研計器株式会社⽣産センター、
SMC株式会社釜⽯第 5 ⼯場第 2 期建設⼯事、
oak港南品川 ……………………………………… 7
里𠮷　健／⼤阪公⽴⼤学看護学部学舎整備事業、
神⼾市⻄区総合庁舎、（仮称）越⽊岩センター、
守⼝市⽴さくら⼩学校 …………………………… 7
杉田陽平／実践倫理宏正会城端⽀部、ニフコ名
古屋技術開発棟、御在所RW⼭頂レストラン、カ
ゴメビル…………………………………………… 7
立松裕規／⽇本ピラー⼯業 福知⼭事業所第 2 ⼯
場、⻑⾕⼯那覇ビル ……………………………… 7
田中健一郎／株式会社インフォマージュ本社 … 7

常田悠太／浅草花劇場、京成リッチモンドホテ
ル東京押上、ひろしまゲートパーク…………… 7
豊島浩太郎／⼤阪厚⽣信⽤⾦庫新本店ビル…… 7
西山康史／エーザイ川島⼯園カフェテリア・管
理棟、丸本組アネックス棟……………………… 7
信川侑輝／Otemachi One、MCA京橋ビル …… 7
林　宏樹／朝霧CCクラブハウス、⿓⾕⼤学平安
エリア施設設備整備事業（体育館） …………… 7
福井大典／⽇本⽣命淀屋橋ビル、ローム・アポ
ロSiC棟、東京アクアティクスセンター ……… 7
前田千晶／岐⾩関ケ原古戦場記念館、北名古屋
衛⽣組合温⽔プール、⼤⼝町⽴⼤⼝⻄⼩学校

（⻑寿命化改修） …………………………………… 7
牧村将吾／Toyota Technical Center Shimoyama
⾞両開発棟・来客棟、常葉⼤学 静岡草薙キャン
パス………………………………………………… 7
水野裕介／東京建物三津寺ビルディング・カン
デオホテルズ⼤阪⼼斎橋、微⽣物化学研究会 
espoir⽬⿊/梅澤濱夫記念館⽬⿊、⻄覚寺庫裡、
The Juban ………………………………………… 7
安田翔太／東京⼯芸⼤学 6 号館、⽇建技術環境
分析センター東 …………………………………… 7
矢吹和也／椙⼭こども園、浜松いわた信⽤⾦庫
蜆塚⽀店…………………………………………… 7
■構造部門

岩月　脩／鉄⾻造＋⽊造のハイブリッド構造を
採⽤した研修施設………………………………… 7
大河　肇／外周トラス架構による剛性確保と免
震⽀承への軸⼒集約 ー尾道市本庁舎ー  ……… 7
大西　歩／ガラスレンガ壁を有する開放性のあ
る個⼈住宅、地盤アンカーを併⽤し、事業性を
最⼤化した塔状建築（共同住宅） ……………… 7
沖田裕介／ウインズ札幌A館、ibb Bloom Tenjin 7
柴田淳平／外殻PCa造の構造デザインと⽣産性向
上の試み −oak港南品川− ……………………… 7
藤井嵩広／うめきた 2 期地区開発事業のうち北
街区賃貸棟 ………………………………………… 7
堀内健太郎／同⼀基礎から分岐した 3 棟の超⾼
層建物の構造設計グラングリーン⼤阪南街区賃
貸棟  ……………………………………………… 7
横山佳史／多様なニーズに対応した⼤型物流倉庫 
株式会社クボタ 東⽇本部品センター ………… 7
■設備部門

安立拓未／デジタルツインの構築を⽬指して … 7
大西宗太郎／ニューノーマルな働き⽅とオフィ
ス居住環境を電気設備でサポートする／御堂筋
ダイビル…………………………………………… 7
加藤隆矢／エスコンフィールドHOKKAIDO 半屋
外⼤空間への空調の取り組み …………………… 7
小林大祐／ハイパースケールデータセンターに
おける施⼯計画の⽴案と実践〜社会全体のデジ
タルインフラの安⼼と信頼のために〜 ………… 7
都築弘政／「温故創新の森 NOVARE」−次世代
イノベーション拠点にふさわしい設備計画…… 7
原瀬拓也／本町サンケイビルにおける環境・設
備計画の取り組み………………………………… 7
本多順子／環境配慮型庁舎（⼤⼿前合同庁舎）
のZEB化に向けた取り組み ……………………… 7

前岡良輔／内外テクノス本社⼯場における環境
設備計画…………………………………………… 7
森田直樹／JPタワー⼤阪―最先端のオフィスと
保存建屋…………………………………………… 7
安本浩江／⾹美市⽴図書館、京セラ株式会社 き
りしまR&Dセンター …………………………… 7
渡邊翔太／100年の歴史を継承する京都競⾺場ス
タンド（ゴールサイド） ………………………… 7
■施工部門

鍬本孔輝／地下鉄と接続する地下⽔位が⾼い狭
隘な敷地での解体⼯事計画……………………… 7
小林駿介／BIMや解析を⽤いた合理的な施⼯計画
への挑戦…………………………………………… 7
関口剛志／設計プロセスと施⼯計画の関わり〜
既存建築物を保存･活⽤した増築⼯事計画〜 … 7
牧元祐太／⽇本でも海外でも通⽤する技術者を
⽬指して…………………………………………… 7
松本圭太／〜正しさの追求〜 隣地建物と近接し
た建物の解体……………………………………… 7

ワークプレースの
トランスフォーメーション

第1部 ワークプレースの新たな可能性
01 シェアするデザイン〜複合施設「おにクル」
のワークプレイスづくり〜／向⽥明弘 ………… 8
02 健都イノベーションパークNKビル
〜医療のまちづくりにおける賃貸ラボの開発〜
／松井祐介 ………………………………………… 8
第2部 建設業界のケーススタディ
03  “PLAYs” 〜⽇建設計⼤阪オフィスをリ・
デザインする〜／髙畑貴良志 …………………… 8
04 ⼤林組⼤阪本店オフィス移転〜 “ものづくり”
の楽しさを感じられるオフィス〜／岡村吉展 … 8
05 HANEDA SKY CAMPUSを基点とした「新し
い働き⽅」のかたち／斎藤愼⼀ ………………… 8
06 地域⽂化と融合する設計事務所〜美⼟代ク
リエイティブ特区〜／杉⽊勇太 ………………… 8
第3部 インタビュー
これからのワークプレース〜よりクリエイティ
ブに、より効果的に、より楽しく働く場所を⽬
指して〜／仲 隆介 ……………………………… 8

【編集後記】
⽶⼭剛史・桑原悠樹・⼩畑 ⾹・⼩林敬政・
⼩林啓明・杉江順哉・樋⼝展寛・平岡翔太・
松本和也…………………………………………… 8

まちづくりXルール

【総論】
まちづくりXルール〜京都市地域景観づくり協議
会制度に着⽬して〜／岡井有佳 ………………… 9

【各論】
1 ⼤阪のシンボルストリート・御堂筋の景観誘
導／鈴⽊淳也……………………………………… 9
2 御堂筋のコモニング〜御堂筋チャレンジから
アフター万博へ〜／中塚 ⼀ …………………… 9
3 ⼤阪市⽣野区・学校跡地を核としたまちづくり
／⼭⼝照美 ………………………………………… 9
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4 ⽇本の膜構造建築が変わります！〜告⽰改正
によるトランスフォーメーション〜／喜多村淳 … 9
5 みのおサンプラザ1 号館の再⽣を例としたマ
ンション建替えと今後の展望 宍⼾譲次 ……… 9
6 みなとこうべトランスフォーメーション
①神⼾港のウォーターフロント再開発について
みなとこうべトランスフォーメーション
②都市軸を形成する緑の丘
／畔上 慧 畑 友洋 …………………………… 9

【座談会】
⻘年技術者X法令分科会「ルールで変える建築と
社会」
／河⻄孝平・𠮷⽥悠起・⽊全瑛⼆・河野 学・
⽚岡政規・菅野雄浩・⼩林敬政・奥⼭陽⼆…… 9

【編集後記】
𠮷⽥悠起・奥⼭陽⼆・河野 学・菅野雄浩…… 9

トランスフォーメーション&
ものづくり―人々に幸せを与える―

【総論】
新3K＋Kに向けて〜デジタル情報を共有・活⽤
するために〜／岩村雅⼈……………………… 10

【各論】
〈施⼯〉
1 なぜ現場にITが浸透しないのか？〜AIに期待
できること、そしてAI⾳声認識で実現する業務
効率化の要諦〜／⽴松克⼰…………………… 10
2 バーチャル現場体験型施⼯管理教育システム
〜「現場トレーナー 」〜／松井亮夫 ……… 10
3  建設施⼯の⾃動化について／中根 亨 … 10

〈材料〉
4  ⾼気密⾼断熱の未来―⽊繊維断熱材
／加藤俊和 ……………………………………… 10
5 ⾞を買う値段で家を買う3Dプリンター住宅
〜⼈を幸せにする開発と実践〜
／飯⽥國⼤ 堀島健司 ………………………… 10
6 和紙のSX・GXへの取り組み〜⽇本の伝統美
を表現した建材不燃⼿すき和紙化粧板〜
／川⼜周太 ……………………………………… 10
7 新しい建材によるトランスフォーメーション
〜省施⼯・時短建材で⼈⼿不⾜を補う〜
／新⽥ 亙 ……………………………………… 10
8 ⾳と⽊質化によるトランスフォーメーション
〜空間のWell-Beingをつくる〜／今井信之 … 10

〈総合〉
9 建設業のものづくりにおけるDXの実現を⽬
指して〜建設⽤3Dプリンタの開発〜
／坂上 肇  …………………………………… 10
10 ⾃分のための建設DXの必要性
／⽯⽥航星 ……………………………………… 10

【編集後記】
𠮷⽥正友・今井信之・⾨野 陽・河合智寛・
笹⽥秀幸・藤丸啓⼀・森川勝浩・森⽥ 健 10

構造技術のトランスフォーメーションと
未来への挑戦

1 ドーム建築の変遷 〜⽇本の⼤規模ドームにみ

るトランスフォーメーション〜／中井政義 11
2 森に棲む⽉に棲む／⽉に即席で設営するベー
スキャンプ／佐藤 淳 ………………………… 11
3 ⼈⼯重⼒居住施設研究 〜概念と今後の成⽴性
検証に向けて〜／⼤野琢也…………………… 11
4 宇宙で開く折り紙構造 〜膜⾯展開構造物の活
⽤〜／坂本 啓 ………………………………… 11
5 未来型建築技術「 可変形状トラス（VGT）」
を⽤いた可動建築物〜未来の宇宙建築の展望〜
／井上⽂宏 ……………………………………… 11
6 デジタル技術が導く構造設計トランスフォー
メーション／藤井章弘 ………………………… 11
7 パラメトリックデザインで広がる建築の未来
〜ユーザーフレンドリーなツールと創造性が⽣
み出す新たなデザインの可能性〜／⽯津優⼦ 11
8 鉄⾻技術のトランスフォーメーション〜東京
スカイツリーⓇの回想を通じて〜／永⼭浩三 11
9 ガンダムGLOBAL CHALLENGE 動く実物⼤ガ
ンダムプロジェクト／⽯井啓範 ……………… 11

【編集後記】
古島正博・神⼦河澄・榊原啓太・正野和司・
髙⼭秀俊・瀧野敦夫・多⽥全希・⽔島靖典・
⼭下真輝・薮⽥智裕 …………………………… 11

特別な体験を生み出す至高のプロジェクト
場のトランスフォーメーションによる挑戦

FILE 01 ⼤阪避雷針⼯業神⼾営業所
／⼭下充周／⼭﨑篤史／⼤⽯幸奈…………… 12
FILE 02 グラングリーン⼤阪&more
／⽊⽥幸男／⽊野誠治 ………………………… 12
FILE 03 Tote 駒沢公園
／⾼宮⼤輔／鈴⽊⾐津⼦／栗⽊亮多………… 12
FILE 04 ⽣きる場プロジェクト／仲 隆介 12
FILE 05 1000RE SCENES／出⼝智彦 ……… 12
FILE 06 バイソンギャラリー／⻄村周治 … 12
FILE 07 FabCafe Hida／岩岡孝太郎  ……… 12
FILE 08 東京ホテル図鑑／遠藤 慧 ……… 12
FILE 09 ほんのれん／仁禮洋⼦／⼭本春奈 12
プロフェッショナル特集ふりかえり企画
出会いが繋ぐプロジェクトTHE ROYAL PARK 
ICONIC NAGOYA／⿊栁 亮 ………………… 12

【編集後記】
⿊栁 亮・東 実千代・今井充彦・河⻄孝平・
佐々⽊琉偉・清⽔⾹澄・須野原拓海・宗⽥菜々
 ………………………………………………… 12

法令コーナー

建設RXコンソーシアムにおける 建築ロボットの
共同開発・相互利⽤の取組／⻄村 淳 ………… 1
住み慣れたまちで、いつまでも住み続けられる
まちづくり〜スマートエイジング・シティ団地
再⽣モデル事業〜／横⼭ 司 …………………… 2
2024年度の建築⾏政の動向／藤原健⼆ ……… 3
令和 6 年能登半島地震における応急危険度判定
の実施本部⽀援（⽯川県能登町）活動報告
／⼤﨑弘晃 ………………………………………… 4
⽕災にさらに安全なまちを⽬指して〜⼤阪市既

存建築物⽕災安全対策改修⽀援事業〜
／⼤阪市計画調整局建築指導部監察課 ………… 5
デジタルツインによる「まち」づくり
〜VIRTUAL SHIZUOKA構想〜／杉本直也 …… 6
2024年、今アクションすべき働き⽅改⾰とは
〜対話と睡眠の重要性〜／浜⽥紗織…………… 7
深⼤寺通り沿道地区における特別⽤途地区
／⽯倉未⽐呂……………………………………… 8
旧上野市庁舎改修整備について
／伊賀市産業振興部中⼼市街地推進課 ………… 9
三条市の空き家対策とこれからの空き家を活⽤
したまちづくりに向けて／佐藤芳和………… 10
住宅・建築物の耐震化に係る補助制度について
／鈴⽊雄太 ……………………………………… 11
建築関連⼿続に関するナビゲーション開始
〜⼀度も来庁することなく⼿続を完了する許認
可プラットフォームの構築を⽬指して〜
／相川 琢 ……………………………………… 12
〜2024年の振り返りと “未来” への展望〜
／𠮷⽥悠起 ……………………………………… 12

構造の頁

既設建物を活⽤した焼却⼯場の ⼤規模リニュー
アル⼯事／外⼭久泰 ……………………………… 1
トライアングルを基調とした屋根架構京都競⾺
場三冠ゲート／⻄⽥哲朗………………………… 3
上町断層帯地震動レベル３Cへ対応した免震庁舎
〜⼤⼿前合同庁舎〜／堤 友紀 ………………… 5
円と⽊トラスでつくる滑らかな屋根
〜⾹美市⽴図書館〜／⻄槇 毅 ………………… 7
資源を次世代へつなぐ
〜⼤阪避雷針⼯業神⼾営業所〜／村上友規…… 9
⼤⼿前⼤学新K棟〜意匠・構造・設備を詰め込ん
だ500mm〜／⼤河 肇 ……………………… 11

設備の頁

スマートフォン操作でタッチレス〜新パブリック
向けウォシュレット〜／庭野祥⼦……………… 2
場所に依存しない仕事の進め⽅〜クラウドカメ
ラ導⼊で移動時間削減・若⼿育成・管理密度向
上〜／天野史郎 …………………………………… 4
スマートコネクテッドを担う最新の⾼速電⼒線
通信〜Nessum WIRE※によるIoTプラットフォー
ムの構築〜／松波誠次 …………………………… 6
楽しみながら照明プランニング〜 1 台で複数の
対象物を照らす次世代LED照明〜
／⼭内健太郎……………………………………… 8

《空⾶ぶクルマ》で変わる「これからのビル」とは
〜都市×建築×次世代エアモビリティによる社
会基盤のデザイン〜／加藤 匠 ……………… 10
フクロウの⽻より着想を得た静⾳型省エネミス
トノズル〜暑熱対策・空間演出・空間加湿への
展開〜／⽥端⼤助……………………………… 12

再読　関西の建築

奈良国⽴博物館新館／前川 歩 ………………… 1
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⾼野⼭壇上伽藍根本⼤塔／⽬⿊新悟…………… 3
オー・エムホテル⽇航⼤阪ビル／橋寺知⼦…… 4
ライフ・イン京都／安⽥徹也 …………………… 5
茨⽊カンツリークラブハウス／福原和則 ……… 6
宝塚ゴルフクラブ（現・宝塚ゴルフ俱楽部）
クラブハウス／笠原⼀⼈………………………… 8
あやめ池温泉場／福嶋啓⼈……………………… 9
ユニオン・スクエアガーデン／三宅拓也 …… 10
上六地区第⼀種市街地再開発事業／阿部⽂和 11

Member's Forum

U-35委員会企画「MIDOSUJI ACTION」活動報告
 …………………………………………………… 1
活動報告：吉村篤⼀⽒インタビュー記録 ……… 2
U-35 委員会企画 9th action 「建築とみち」
活動報告…………………………………………… 4
U-35 委員会企画 talk baton 25 活動報告 ……… 4
京都⽀部活動報告：宮津レトロ建築ミュージアム
近代建築をめぐる−まちあるき＆シンポジウム− 6
出版委員会活動報告：「設計者のための建築コス
トプランニング術」著者インタビュー ………… 8
京都⽀部活動報告 河井寛次郎記念館 訪問⾒
学と清⽔・茶わん坂を巡る―美は暮らしの中に
ある―…………………………………………… 10
活動報告： 建築次世代委員会主催 第 9 回 学⽣の
ための現場⾒学会 平城宮跡歴史公園第⼀次⼤極
殿院東楼復原整備⼯事⾒学会 ………………… 12
イケフェス⼤阪2023スペシャルツアー
⽇本建築協会Presents！「⼼斎橋・なんばを歩
く」リポート…………………………………… 12
会員の集い IN TOKYO 2024 ………………… 12

寄稿

村の公会堂 ―続余談ながら―／太⽥隆信 …… 8

FOLLOW-UP

鉄炮鍛冶屋敷（町家歴史館井上関右衛⾨家住宅）
 …………………………………………………… 2

information

1 ⽉〜12⽉掲載

月間の動き・編集委員会委員

2023年11⽉〜2024年10⽉

入賞発表
●第69回工高生デザインコンクール
設計課題／わくわくする小さな駅

最優秀賞／松岡祐⼈ ……………………………… 1
優秀賞／⼩池蒼真、増⽥壮次郎 ………………… 1
⼊選／梅林美空、奥野 晴、近藤寿哉・松川智也・
峯野拓⼰、清⽔留美菜、⾼村実⾥、中⽥雷⽃、
中村綸⾒…………………………………………… 1
● 「第42回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）」
の受賞作品が決定 ………………………………… 3

会告

若き創造者たちへ「第71回⻘年技術者顕彰」の
ご案内、 2023年度建築⼯事実務講習会、⽇本
建築協会東海⽀部主催建築⼯事実務講習会、 
U-35委員会企画 9th action「建築とみち」―
IBARAKI STREET ACTION― …………………… 1
若き創造者たちへ「第71回⻘年技術者顕彰」の
ご案内、情報⾒学⼩委員会 主催 ⾼槻城公園芸術
⽂化劇場⾒学会、CCCフォーラム主催 第 6 回⻘
年技術者交流会 第70回⻘年技術者顕彰受賞者に
よるプレゼンテーションと座談会、東海⽀部主
催⾒学会 淺沼組名古屋⽀店改修PJと笹島⾼架下
オフィス、第 7 回⽚岡安賞（⽇本建築協会論考
コンクール）1 次審査通過者によるオンライン

（Teams）公開プレゼンテーション視聴者募集の
お知らせ…………………………………………… 2
会費改定のお願い、協会ホームページにおける

「会員様からのお知らせ」欄の新設について、情
報⾒学⼩委員会 主催 三栄建設鉄構事業本部新事
務所⾒学会、東海⽀部主催⾒学会 淺沼組名古屋
⽀店改修PJと笹島⾼架下オフィス、第 7 回⽚岡
安賞（⽇本建築協会論考コンクール）1 次審査通
過者によるオンライン（Teams）公開プレゼン
テーション視聴者募集のお知らせ、若き創造者
たちへ「第71回⻘年技術者顕彰」のご案内 … 3
2024年度 第70回⼯⾼⽣デザインコンクール設計
課題「私のまちの私たちのすまい」、会費改定の
お願い、協会ホームページにおける「会員様か
らのお知らせ」欄の新設について、協会誌『建
築と社会』価格改定のお知らせ、情報⾒学⼩委
員会 主催 三栄建設鉄構事業本部新事務所⾒学会
 …………………………………………………… 4
2024年度定時総会、松村秀⼀⽒講演会と会員
交流懇親会のご案内、第 7 回⽚岡安賞（⽇本
建築協会論考コンクール）募集 テーマ：「Well-
being」結果発表、東海⽀部 2024年度定時総会 講
演会 地域の未来を切り拓く 共創（Coinnovation）
を軸にした新しい⼤学とまちづくり、⽊材・発
電・あそび場etc.、『建築と社会』誌information
コーナー運⽤改定のお知らせ、2024年度 第70回
⼯⾼⽣デザインコンクール設計課題「私のまち
の私たちのすまい」 ……………………………… 5
2024年度定時総会、松村秀⼀⽒講演会と会員交
流懇親会のご案内、「第31回 会員作品 “私の空間
作法”」作品募集、2024年度 第70回⼯⾼⽣デザ
インコンクール設計課題、「私のまちの私たちの
すまい」、第 8 回 ⽇本建築協会論考コンクール 
⽚岡安賞募集要項、第 9 回学⽣のための現場⾒
学会「平城宮跡歴史公園第⼀次⼤極殿院東楼復
原整備⼯事⾒学会」、CCCフォーラム主催 第 7 回 
⻘年技術者交流会 第70回⻘年技術者顕彰者によ
るプレゼンテーションと座談会 ………………… 6
第43回⼤阪都市景観建築賞（愛称 ⼤阪まちな
み賞）募集要項、第 8 回 ⽇本建築協会論考コン
クール ⽚岡安賞募集要項、2024年度 第70回⼯⾼
⽣デザインコンクール設計課題「私のまちの私

たちのすまい」、第 9 回学⽣のための現場⾒学会
「平城宮跡歴史公園第⼀次⼤極殿院東楼復原整備 
⼯事⾒学会」、「第31回 会員作品 “私の空間作法”」
作品募集、ソウルの現代建築をめぐる旅 ……… 7

「教育に資する団体正会員」の創設について、定
款改定について、情報⾒学⼩委員会主催 ウェル
ビーみのお⾒学会、「第31回 会員作品 “私の空間
作法”」作品募集、東海⽀部主催 ソウルの現代
建築をめぐる旅、第 8 回 ⽇本建築協会論考コン
クール ⽚岡安賞募集要項、2024年度 第70回⼯⾼
⽣デザインコンクール設計課題「私のまちの私
たちのすまい」、定時総会議決のお知らせ、通常
理事会議決のお知らせ、臨時理事会議決のお知
らせ、定時評議員会議決のお知らせ、2023年度
事業報告、2023年度決算報告、2024年度事業計
画、2024年度収⽀予算、会費改定、教育に資す
る団体会員創設、教育に資する団体正会員につ
いて、委員会の新設、⽇本建築協会役員会務分
掌、⽇本建築協会評議員、⽇本建築協会⽀部⻑
  …………………………………………………… 8
情報⾒学⼩委員会主催 箕⾯船場阪⼤前駅エン
トランス・箕⾯市⽴⽂化芸能劇場⾒学会、CCC
フォーラム主催第 8 回⻘年技術者フォローアッ
プ会、情報⾒学⼩委員会主催 ウェルビーみのお
⾒学会、「第31回会員作品 “私の空間作法”」作品
募集、東海⽀部主催 ソウルの現代建築をめぐる
旅、第 8 回 ⽇本建築協会論考コンクール ⽚岡安
賞募集要項、2024年度 第70回⼯⾼⽣デザインコ
ンクール設計課題「私のまちの私たちのすまい」
  …………………………………………………… 9
⽣きた建築ミュージアムフェスティバル⼤阪
2024 公式ガイドブック販売のお知らせ、⽣き
た建築ミュージアムフェスティバル⼤阪（イケ
フェス⼤阪）2024 連携事業スペシャルツアー ⽇
本建築協会Presents！⼼斎橋・なんばを歩く、
会員の集いIN TOKYO開催のご案内、U-35委員会
企画「設計者のしごと −組織で働くU-35世代と
建築−」パネル展⽰＋トークセッション、令和
6 年度（⼀社）⽇本建築協会 第37回『茶室』⾒
学会、情報⾒学⼩委員会主催 箕⾯船場阪⼤前駅
エントランス・箕⾯市⽴⽂化芸能劇場⾒学会、
第 8 回 ⽇本建築協会論考コンクール ⽚岡安賞募
集要項…………………………………………… 10
第70回⼯⾼⽣デザインコンクール⼊選者発表─
設計課題：私のまちの私たちのすまい、2025年
在阪建築関係15団体合同新年交礼会、講習会委
員会主催 2024年度建築⼯事実務講習会、⽇本建
築協会東海⽀部主催 建築⼯事実務講習会、令和
6 年度（⼀社）⽇本建築協会 第37回『茶室』⾒
学会……………………………………………… 11
建築関係団体合同忘年懇親会終了のお知らせ、
令和 7 年在阪建築16団体合同新年交礼会、未来
創⽣プロジェクト2040委員会 第 3 回オープン委
員会（予告）、令和 6 年度 （ ⼀社）⽇本建築協会 
第37回『茶室』⾒学会、講習会委員会主催 2024
年度建築⼯事実務講習会、⽇本建築協会東海⽀
部主催 建築⼯事実務講習会 ………………… 12
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出版図書の
ご案内

⽇本建築協会の会員は本体価格の 1 割引＋
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最新刊 2024年 9 ⽉発⾏

現場写真でわかる
⽊造住宅⼯事の納まり
著者  春⼭浩司 監修  ⽟⽔新吾

最新刊 2024年 9 ⽉発⾏

住宅が傾かない
地盤・基礎のつくりかた
著者  髙森 洋

A5判  256ページ 定価  本体2,800円＋税 A5判  216ページ 定価  本体2,700円＋税

品質のバラつきによ
る瑕疵のリスクをな
くし、顧客の満⾜を
得られる質の⾼い施
⼯をするための住宅
⼯事の納まりをポイ
ン ト 別 に 現 場 写 真
＋図⾯にまとめた⼀
冊。

阪神⼤震災以降、地
盤調査と地盤補強は
⼀般化したが、まだ
まだ不同沈下のトラ
ブルは減らない。災
害の激甚化に備え、
強い住宅地盤・基礎
をつくる⽅法を第⼀
⼈者が説く。

2023年 7 ⽉発⾏
設計者のための
建築コストプランニング術
著者  北野正美
A5判  184ページ 定価  本体2,500円＋税

2023年 4 ⽉発⾏
組織設計・ゼネコンで設計者になる
⼊社10年⽬までのはたらきかた
編著  （⼀社）⽇本建築協会U−35委員会
四六判  224ページ 定価  本体2,200円＋税

2022年 3 ⽉発⾏
イラストでわかる
建設現場のチェックポイント
著者  柿﨑正義・⽟⽔新吾
A5判  236ページ 定価  本体2,800円＋税

狙い通りの⾒積をと
るための図⾯の書き
⽅、施主の予算・要
望に応えつつ良質な
建 築 を 実 現 す る ツ
ボ 、 設 計 段 階 別 ・
⼯ 事 種 別 の ⾒ 積 書
チェックの極意をや
さしく指南。

組織設計事務所やゼ
ネコン設計部で働く
若⼿設計者たちのや
りがいと壁、そして
成 ⻑ 。 所 属 組 織 を
超えて切磋琢磨する
U-35委員会の17⼈
の実務録。

地 盤 構 造 ・ 構 造 躯
体・外装仕上げ・⾬
漏りについて、現場
での⼯程内検査やメ
ンテナンス時に瑕疵
の芽を完全に摘むた
めにチェックすべき
ポイントをわかりや
すく解説。

2021年 8 ⽉発⾏
直感で理解する！
建築デザイナーのための
構造技術の基本
著者  ⼭浦晋弘
A5判  216ページ 定価  本体2,500円＋税

2021年 2 ⽉発⾏

図解 住まいの設備設計
暮らしやすさから考える
家づくりのポイント
著者  堀野和⼈・加藤圭介
A5判  172ページ 定価 本体2,600円＋税

2020年12⽉発⾏

図解 建築と構造の接点
トラブル予防のツボ100
著者  仲本尚志・⾺渡勝昭・⻑瀬 正
A5判  256ページ 定価  本体2,800円＋税

「いい建築デザイン」
はどんな構造技術に
⽀えられているのか
を⽂章と⼿描きイラ
ストでやさしく解説。
建築デザインの幅を
広げるための考え⽅
や、細部にこだわる
時の注意点など、わ
かりやすく紹介。

安全で快適な住宅を
つくるには、暮らし
や す さ を ふ ま え た
設備計画が⽋かせな
い。⽞関・洗⾯室・
寝室など、住まいの
10の空間別に、⽣活
⾏為に適した設備設
計の考え⽅をわかり
やすい 2 ⾊刷イラス
トで紹介。

建築のトラブルにつ
ながりやすい建築デ
ザイナーと構造エン
ジニアの協業不⾜。
その「接点」を建物
のライフサイクル・
構造種別に紹介し、
ト ラ ブ ル 予 防 の ノ
ウハウを具体的に解
説。
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図解 間取りの処⽅箋
暮らしから考える住宅設計・
改修のポイント
堀野和⼈・⼩⼭幸⼦  著

図解 建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
仲本尚志・⾺渡勝昭・⾚澤正治  著

直感で理解する！
構造⼒学の基本
⼭浦晋弘  著

住まいの 8 つの空間に
ついて、実際に⼈が暮
らしていく上で不都合
が⽣じる「お困り間取
り」とその改善ポイン
トを解説。

騒⾳・振動・漏⽔・結
露・臭気・メンテしに
くい…。トラブル予防
の⽅法を設備別にイラ
ストで詳細に図解。

「構造⼒学」の先にある
「構造設計」の魅⼒が
⾒えてくる⼀冊。⼀級
建築⼠試験にも役⽴つ

「⼒学問題アラカルト」
付き。

A5判  232ページ
定価  本体2,800円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

A5判  184ページ
定価  本体2,600円＋税

図解 ⾬漏り事件簿
原因調査と対策のポイント
⾬漏り110番技術班  監修
⽟⽔新吾・唐鎌謙⼆  著

図解 住まいの⼨法
暮らしから考える設計のポイント
堀野和⼈・黑⽥吏⾹  著

図解 ⼀発で通す！確認申請
Q&Aでわかる新築・増改築のポイント
野⼝ 元・平沢隆志・仲本尚志  著

多数の事例をもとに実
務に役⽴つポイントを
解説。ヒアリングシー
トと現場写真で原因と
対策を丁寧に図解した
⼀冊。

⽣活⾏為の理にかなっ
た⼨法をわかりやすい
2 ⾊刷イラストで紹介。
⼨法の持つ意味を知る
ことで設計実務に活か
せる⼀冊。

申請する側＆審査する
側のベテラン著者がわ
かりやすく図解。増改
築・リニューアル関連
の確認申請のポイント
も⼿厚く解説。

A5判  200ページ
定価  本体2,600円＋税

B5判  192ページ
定価  本体3,200円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,500円＋税

直感で理解する！
構造設計の基本
⼭浦晋弘  著

〈プロのノウハウ〉
建築現場のコンクリート技術
柿崎正義・⽟⽔新吾  著

 〈プロのノウハウ〉
写真マンガでわかる
⼯務店のクレーム対応術
⽟⽔新吾・⻘⼭秀雄  著

実務で押さえておくべ
き項⽬や設計上の落と
し⽳を、イラストや写
真、図表と平易な⽂章
で直感的に理解できる
よう解説。

仕事の流れにそって「そ
こが知りたい」「今さら
きけない」ポイントを
図・写真・マンガでわか
りやすく解説。よくある
トラブル事例集付き。

施主とのコミュニケー
ション不⾜から⽣まれ
るクレームを網羅し、
正 し い 事 前 説 明 と ク
レーム発⽣後の対応を
わかりやすく解説。

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

設計・監理・施⼯者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・⾺渡勝昭  著

図解 写真マンガでわかる
住宅メンテナンスのツボ
⽟⽔新吾・都甲栄充  著

現場直伝！
躯体⼯事の100ポイント
中川 徹  著

トラブルの起こらない建
物のために知っておくべ
き建築⼯事の基本知識と
トラブル予防のポイント
を「危険予知と予防」の
観点から解説。

住宅の部位別に写真マン
ガでチェックポイントと
対処法、ユーザーへのア
ドバイスの仕⽅をやさし
く解説。

⻑年にわたり現場指導
を⾏ってきた著者によ
るわかりやすい解説で、
知っておくべきポイン
トを効率よくマスター
しよう！

A5判  248ページ
定価  本体2,800円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,200円＋税

A5判  256ページ
定価  本体2,800円＋税
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日本建築協会

月 間 の 動 き  2024年11月

理事会
第 2回通常理事会
11月14日（木） 16：00～17：00
OMM2F203室＆WEB
出席者　指田会長ほか29名
議　事（ 1）2024年度上半期事業執行状況
　　　（ 2）事務局のフレックスタイム制導入

会長・副会長・常任理事・支部長会議
第 1回会長・副会長・常任理事・支部長会議
11月14日（木） 14：30～15：30
OMM2F203室＆WEB
出席者　指田会長ほか14名
議　事（ 1）2024年度上半期事業執行状況（案）
　　　（ 2）意見交換

編集企画委員会
第 8回編集企画委員会
11月 8 日（金） 18：00～19：35
WEB
出席者　三宗委員長ほか10名
議　事（ 1） 12月号 空間デザイン分科会・状況

報告
　　　（ 2） 1月号　計画分科会・状況報告
　　　（ 3） 2月号　ひと・まち・建築小委員会
　　　（ 4） 3月号　東海支部特集
　　　（ 5） 4月号　制作に向けて
　　　（ 6）その他
第 7回環境分科会
11月 6 日（水） 18：00～19：00
WEB
出席者　橋本幹事ほか 5名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2）2025年度年間テーマ
　　　（ 3） 5月号特集
第 7回施工材料分科会
11月14日（木） 17：00～18：25
協会会議室＆WEB
出席者　門野幹事ほか 7名
議　事（ 1） 編集企画委員会の報告と2025年10

月号特集企画について
　　　（ 2） 2024年10月号特集の読者の感想に

ついて
　　　（ 3）分科会の今後の運営について
　　　（ 4）新委員着任
　　　（ 5）その他
第 8回法令分科会
11月18日（月） 16：00～17：05
協会会議室＆WEB
出席者　𠮷田幹事ほか 3名
議　事（ 1）2025年 4 月号の特集
　　　（ 2）2025年 9 月号の特集テーマ
　　　（ 3）法令コーナー
第 8回ひと・まち・建築小委員会
11月28日（木） 19：00～20：00
協会会議室＆WEB
出席者　澤田小委員長ほか 6名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4）その他・2025年度年間テーマ案

事業委員会
第 5回情報見学小委員会
11月18日（月） 18：00～19：00
協会会議室＆WEB
出席者　中尾事業委員長、大森小委員長ほか12名

議　事（ 1）本年度の事業について
　　　（ 2）茶室見学会の計画
　　　（ 3）その他
第 8回CCCフォーラム
11月11日（月） 19：00～20：00
WEB
出席者　岡﨑小委員長ほか 5名
議　事（ 1）青年技術者交流会の開催検討
　　　（ 2）その他

出版委員会
第 7回出版委員会
11月26日（火） 17：00～18：15
協会会議室＆WEB
出席者　西委員長ほか 6名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）講習会・セミナー等の企画
　　　（ 5）その他

講習会委員会
第 2回講習会委員会
11月19日（火） 16：00～17：30
協会会議室
出席者　寺岡講習会委員長　他 7名
議　題（ 1）2024年度の建築実務講習会開催確認
　　　（ 2）その他

未来創生プロジェクト
第 6回建築次世代委員会
11月19日（火） 18：30～19：50
協会会議室＆WEB
出席者　菅原委員長ほか 5名
議　事（ 1）リアル見学会の開催候補検討
　　　（ 2）Member's Forum11月号掲載報告
　　　（ 3）その他
第 8回2040委員会
11月21日（木） 19：30～21：15
大林組会議室＆WEB
出席者　駒井リーダーほか 6名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）その他
第 7回U-35委員会
11月 6 日（水） 19：30～22：00
安井建築設計事務所会議室＆WEB
出席者　河﨑リーダーほか12名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他
U-35委員会AAF振り返り座談会
11月21日（木） 18：30～20：30
大林組カフェテリア
出席委員　河﨑リーダーほか 9名
一般参加者　23名

表彰式
第70回工高生デザインコンクール表彰式
11月16日（土）13：00～16：30
協会会議室＆WEB
出席者　受賞者12名（各学校にてWEB参加）
審査員　藤木審査員長ほか 5名
委　員　 橋寺教育委員長、谷口工高生小委員会

委員長
協会関係　指田会長
最優秀賞 1点、優秀賞 2点、入選 7点

印　　刷　2 0 2 4 年 12 月 23 日
発　　行　2 0 2 5 年 1 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1390円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

編集企画委員会（2024年11月現在）
副会長（編集担当）
　川合　智明
理事（編集担当）
　木場　将雄
　佐藤　榮一
　中原　岳夫
　西　　博康
　橋寺　知子
　本田　孝子
　松島　茂樹
◎三宗　知之
　吉村　英祐
副委員長
　桑原　悠樹
　古谷　隆祥
編集委員
■特集小委員会
〈計画分科会〉
△飯田　　匡
　田中　直人
　松田奈緒子
　山崎　晋一
　吉村　英祐
〈建築デザイン分科会〉
　桑原　悠樹
　小畑　　香
　小林　敬政
　小林　啓明
　篠木　大輔
　杉江　順哉
　樋口　展寛
　平岡　翔太
　松本　和也
△米山　剛史
〈空間デザイン分科会〉
　東　実千代
　今井　充彦
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　佐々木琉偉
　清水　香澄
　須野原拓海
　宗田　菜々
〈構造分科会〉
　神子　河澄
△古島　正博
　榊原　啓太
　正野　和司
　高山　秀俊
　瀧野　敦夫
　多田　全希
　萩原　　学
　水島　靖典
　薮田　智裕
　山下　真輝

〈環境分科会〉
　大橋　　巧
　北野　勝也
　齋藤　悠輔
　生野　大輔
　寺井　千佳
　仲村　憲一
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　持留　崇志
　山口　拓也
〈施工材料分科会〉
　今井　信之
△門野　　陽
　河合　智寛
　笹田　秀幸
　藤丸　啓一
　南野　貴洋
　森田　　健
　𠮷田　正友
〈法令分科会〉
　奥山　陽二
　河野　　学
　菅野　雄浩
△𠮷田　悠起
■ひと・まち・建築小委員会
　伊藤　　翔
　上田　寛彬
　太田　栄治
　加嶋　章博
　片岡　政規
　貴志　泰正
　佐伯　先史
▲澤田　純一
△髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　西田　佳代
　平野　尉仁
　増田　敬彦

（順不同）

◎委員長
▲小委員会委員長
△幹事・小委員会
　副委員長


